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冨
田
勝
氏
は
、
平
成
13
年
に
本
市
に
開

設
さ
れ
た
慶
應
義
塾
大
学
先
端
生
命
科
学

研
究
所
（
以
下
、慶
應
先
端
研
）
に
お
い
て
、

開
設
当
初
か
ら
所
長
を
務
め
ら
れ
、
生
命

科
学
に
情
報
科
学
な
ど
異
な
る
学
問
領
域

を
融
合
さ
せ
た
、
統
合
シ
ス
テ
ム
バ
イ
オ

ロ
ジ
ー
と
い
う
新
し
い
分
野
の
パ
イ
オ
ニ

ア
と
し
て
、
生
体
内
の
代
謝
物
を
網
羅
的

に
計
測
す
る
メ
タ
ボ
ロ
ー
ム
解
析
技
術
の

確
立
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
新
産
業
の
創
出
に
も
意
欲
的
に

取
り
組
ま
れ
、
慶
應
先
端
研
内
に
お
け
る

研
究
成
果
の
事
業
化
を
強
力
に
後
押
し
し
、

平
成
15
年
に
は
慶
應
先
端
研
発
の
最
初
の

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
で
あ
る
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン

・
メ
タ
ボ
ロ
ー
ム
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ

㈱
」
の
創
業
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
も
、
後
進
の
研
究
者
の
活
動
を
支
援
し
、

Spiber

㈱
を
は
じ
め
、
多
く
の
ベ
ン
チ

ャ
ー
企
業
を
支
援
す
る
な
ど
地
域
の
活
性

化
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
鶴

岡
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
は
、
本
市
を
担
う

人
材
の
育
成
と
魅
力
あ
る
産
業
創
出
の
基

盤
と
な
り
、
大
き
く
発
展
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
本
市
の
教
育
の
充
実
に
も
貢

献
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
地
域
の
高
校

や
高
等
専
門
学
校
の
生
徒
を
高
校
生
研
究

助
手
・
特
別
研
究
生
と
し
て
受
け
入
れ
る

制
度
を
創
設
し
、
子
供
た
ち
に
生
命
科
学

を
学
ぶ
機
会
を
提
供
さ
れ
た
ほ
か
、
全
国

の
高
校
生
が
本
市
に
集
ま
り
、
生
命
科
学

に
関
す
る
研
究
成
果
を
発
表
す
る
「
高
校

生
バ
イ
オ
サ
ミ
ッ
ト
in
鶴
岡
」、
宇
宙
生

物
学
を
テ
ー
マ
に
国
内
外
で
活
躍
す
る
最

先
端
の
研
究
者
に
よ
る
講
演
「
慶
應
ア
ス

鶴
岡
市
名
誉
市
民
に

冨
田
勝
氏

市
で
は
、
市
民
や
鶴
岡
市
に
ご
縁
の
深
い

方
で
、
広
く
社
会
・
文
化
の
興
隆
に
寄
与
さ

れ
、
郷
土
の
誇
り
と
し
て
深
く
尊
敬
さ
れ
る

方
に
対
し
、
そ
の
ご
功
績
と
輝
か
し
い
栄
誉

を
た
た
え
、「
鶴
岡
市
名
誉
市
民
」
の
称
号

を
贈
っ
て
い
ま
す
。

来
る
７
月
29
日
に
、
冨
田
勝
氏
に
名
誉
市

民
の
称
号
が
贈
ら
れ
ま
す
。

■
問
合
せ

本
所
総
務
課
☎
35
‐
１
１
１
４

昭和60年５月　
昭和62年１月　
昭和62年７月　
平成２年６月　
平成９年４月　
平成13年４月　
平成14年４月　
平成17年10月　
平成24年４月　
令和３年４月　
令和５年４月

職 歴
カーネギーメロン大学助手
同大学自動翻訳研究所副所長
同大学助教授
慶應義塾大学環境情報学部助教授
同大学環境情報学部教授
同大学先端生命科学研究所所長
同大学医学部兼担教授
同大学環境情報学部学部長
慶應義塾評議員
（一社）鶴岡サイエンスパーク代表理事
慶應義塾大学名誉教授

冨
とみた

田 勝
まさる

 氏（東京都出身・65歳）

ト
ロ
バ
イ
オ
ロ
ジ
ー
・
キ
ャ
ン
プ
」
を
企

画
さ
れ
る
な
ど
、
次
世
代
を
担
う
人
材
の

育
成
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
13
年
の
慶
應
先
端
研
開
設
か
ら
22

年
の
永
き
に
わ
た
り
、
本
市
に
所
在
す
る

高
等
教
育
機
関
の
研
究
長
と
し
て
、
生
命

科
学
分
野
に
お
け
る
学
術
振
興
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
人
材
育
成
、
バ
イ
オ
ベ
ン
チ

ャ
ー
企
業
に
よ
る
雇
用
創
出
、
研
究
機
関

や
企
業
の
集
積
、
研
究
成
果
を
活
用
し
た

健
康
や
医
療
面
で
の
地
域
連
携
に
よ
る
活

性
化
な
ど
に
ご
尽
力
賜
り
ま
し
た
。

そ
の
ご
功
績
は
、
市
民
の
ひ
と
し
く
知

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
冨
田
氏
を
郷
土
の
誇

り
と
し
て
敬
愛
す
る
も
の
で
す
。

昭和63年

平成14年　
平成16年　
平成19年　
平成29年　
令和元年　
令和３年
令和５年

　　　    受 賞 歴
米国National Science Foundation大統領奨励賞
（Presidential Young Investigators Award）
日本ＩＢＭ科学賞
産学官連携功労者表彰科学技術政策担当大臣賞
文部科学大臣表彰科学技術賞
山形県特別功労賞
河北文化賞
バイオインダストリー大賞
安藤百福賞大賞

昭和63年

平成14年　
平成16年　
平成19年　
平成29年　
令和元年
令和３年
令和５年

　　　    受 賞 歴
米国National Science Foundation大統領奨励賞
（Presidential Young Investigators Award）
日本ＩＢＭ科学賞
産学官連携功労者表彰科学技術政策担当大臣賞
文部科学大臣表彰科学技術賞
山形県特別功労賞
河北文化賞
バイオインダストリー大賞
安藤百福賞大賞

鶴岡サイエンスパーク
平成13年の慶應先端研開設以降、研究成果を基にした
ベンチャー企業の誕生や研究機関等の進出が進む



第12回 300年以上の歴史を連綿と受け継ぐ 大山犬祭り

毎
年
６
月
５
日
に
開
催
さ
れ
る

「
大
山
犬
祭
り
」。
馬
町
に
鎮
座
す
る

椙
尾
神
社
の
例
祭
で
、
文
献
で
は
、

３
０
０
年
以
上
前
の
江
戸
時
代
初
期

に
始
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

祭
り
の
由
来
は
、
若
い
娘
の
人
身

御
供
を
求
め
る
化
け
物（
大
ム
ジ
ナ
）

を
退
治
し
て
村
を
救
っ
た
「
め
っ
け

犬
伝
説
」
で
す
。
め
っ
け
犬
は
椙
尾

神
社
の
お
前
立
と
な
り
、
お
祭
り
で

は
「
犬
曳
」
と
、
人
身
御
供
と
な
る

「
仮
女
房
」
が
頭
屋
行
列
に
出
る
こ

と
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

頭
屋
行
列
の
先
達
を
務
め
る
の
が

「
奴
振
り
」。
昭
和
の
戦
争
期
に
一
時

途
絶
え
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
昭
和

26
年
に
「
大
山
祭
奴
振
保
存
会
」
が

設
立
さ
れ
、
奴
振
り
の
伝
統
を
守
っ

て
い
ま
す
。
平
成
に
入
る
と
高
齢
化

と
後
継
者
不
足
で
出
場
が
危
ぶ
ま
れ

ま
し
た
。
こ
の
危
機
を
救
っ
た
の
が

地
元
の
中
学
生
で
、
以
降
は
奴
振
り

を
中
学
生
が
務
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
祭
り
の
呼
び
物
の
一
つ
が

豪
華
絢け

ん
ら
ん爛
な
「
か
ら
ぐ
り
」。
人
形

舞
台
や
お
囃は

や
し子
を
乗
せ
た
山だ

し車
は
約

５
ｍ
の
高
さ
を
誇
り
ま
す
。
最
盛
期

に
は
９
台
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
現
在
は
、
大
人
が
引
く
大
型
の

か
ら
ぐ
り
２
台
と
、
小
学
生
が
引
く

小
型
の
ミ
ニ
か
ら
ぐ
り
１
台
の
計
３

台
を
、
勇
壮
に
引
き
ま
す
。

■
出
典
『
大
山
町
史
』、『
山
形
県
鶴

岡
市
庄
内
三
大
祭
大
山
犬
祭
り
』

▲滅
めっけいぬ

怪犬榊引き【昭和49年】

▲滅怪犬榊引き【令和５年】▲犬曳【令和５年】

▲犬
いんこひき

曳【時期不明】

鶴岡の風物や人々の暮らしについて、昔の写真と今の姿を比較しながら、その歴史をひもときます。
■問合せ　本所総務課☎35‐1117

つるおかの写真で見る 今 昔

▲奥方（仮
かり よ ぼ

女房）【昭和49年】

▲奥方（仮女房）【令和５年】

４年ぶりに行列が街中を練り歩きました！
コロナ禍で中止や規模縮小していた「大山犬祭り」。今年は、にぎやかな行列が地域中を笑顔いっぱいにしました。
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催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

歯
周
疾
患
検
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

■日
７
月
１
日
○土
〜
12
月
31
日
○日
の
開
院
日

■場
山
形
県
歯
科
医
師
会
に
所
属
す
る
実
施
医

療
機
関

■対
今
年
度
中
に
40
歳
・
50
歳
・
60

歳
・
70
歳
に
な
る
方
（
40
歳
総
合
健
診
で
受

診
予
定
の
方
は
除
く
）
■内
問
診
、
歯
周
組

織
検
査

■費
１
、
５
０
０
円
（
70
歳
は
無
料
。

生
活
保
護
・
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
に
減

免
制
度
あ
り
〈
要
事
前
申
請
〉）
■持
受
診
券

■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
25
‐
２
７
３

１
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

■他

医
療
機
関
に
要
予
約

８ハ
チ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル

０
２
０

よ
い
歯
の
長
寿
賞
の
募
集

80
歳
以
上
で
20
本
以
上
自
分
の
歯
を
お
持

ち
の
方
を
募
集
し
、
優
良
者
を
表
彰
し
ま
す
。

■対
昭
和
18
年
12
月
31
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

で
、
自
分
の
歯
が
20
本
以
上
あ
る
方
（
過
去

に
受
賞
し
た
方
を
除
く
）
■申
７
月
１
日
○土

〜
８
月
16
日
○水
に
鶴
岡
地
区
歯
科
医
師
会
に

加
入
し
て
い
る
歯
科
医
院
へ
（
そ
の
場
で
無

料
歯
科
健
診
を
実
施
）
■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
35
‐
０
１
５
６
ま
た
は
市
内
歯
科

医
院
へ

困
り
ご
と
な
ど
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

民
生
委
員
・
児
童
委
員
委
嘱
の
お
知
ら
せ

次
の
方
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

▽
第
３
学
区
…
伊
藤
輝
子
（
新
形
町
〈
西
〉）、

菅
原
恵
美
子
（
城
北
町
）
▽
第
４
学
区
…

難
波
伸
（
美
原
町
〈
北
〉）
▽
栄
地
区
…
鈴

木
貞
子
（
播
磨
・
平
田
）
▽
藤
島
地
域
…

大
沼
秀
勝
（
西
小
路
・
表
小
路
）、
成
澤
弘

子
（
上
荒
俣
・
中
荒
俣
・
柳
久
瀬
）
▽
櫛

引
地
域
…
五
十
嵐
信
市
（
黒
川
上
）

■問
本
所
福
祉
課
☎
35
‐
１
２
５
２

完
全
予
約
制
で
す

耳
や
手
足
が
不
自
由
な
方
の
た
め
の
巡
回
相
談

■日
７
月
５
日
○水
午
後
１
時
〜
３
時

■場
第
三

学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■対
18
歳
以

上
で
、
新
た
に
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
た
い
方
（
聴
覚
の
み
）、
既
に
交
付
を

受
け
て
い
る
方
で
程
度
を
変
更
し
た
い
方
、

補
装
具
の
交
付
を
希
望
す
る
方
等
（
現
在
治

療
中
の
方
を
除
く
）
■
相
談
科
目

聴
覚
、

肢
体
（
手
帳
を
お
持
ち
の
方
）
各
６
人

■持

保
険
証
、身
体
障
害
者
手
帳
（
お
持
ち
の
方
）

■申
６
月
30
日
○金
〜
７
月
４
日
○火
に
本
所
福
祉

課
☎
35
‐
１
２
７
３
ま
た
は
FAX
25
‐
９
５
０

０
ヘ介

護
保
険
負
担
割
合
証
が

更
新
さ
れ
ま
す

現
在
お
持
ち
の
介
護
保
険
負
担
割
合
証
の

有
効
期
限
は
７
月
31
日
○月
で
す
。
８
月
１
日

○火
か
ら
使
用
す
る
負
担
割
合
証
は
７
月
末
ま

で
に
送
付
し
ま
す
。
期
限
の
切
れ
た
負
担
割

合
証
は
、
破
棄
す
る
か
、
本
所
長
寿
介
護
課

ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
に
返
却
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
負
担
割
合
証
は
、
圧

着
は
が
き
（
縦
長
の
定
型
封
筒
サ
イ
ズ
）
で

送
付
し
ま
す
。
届
い
た
ら
必
ず
開
い
て
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

■問
本
所
長
寿
介
護
課
☎
35
‐
１
２
８
９
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

令
和
５
年
度
の
介
護
保
険
料
が

決
定
し
ま
し
た

７
月
13
日
○木
に
令
和
５
年
度
介
護
保
険
料

決
定
通
知
書
を
発
送
し
ま
す
。
保
険
料
の
決

定
方
法
等
は
同
通
知
書
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

特
別
徴
収
の
方
に
は
、
は
が
き
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

■対
65
歳
以
上
の
方

■
納
付
方
法

▽
特
別

徴
収
（
年
金
か
ら
の
差
引
き
）
…
一
定
の
条

件
を
満
た
し
た
方
は
、
年
金
支
給
月
（
４
月

・
６
月
・
８
月
・
10
月
・
12
月
、来
年
２
月
）

に
年
金
か
ら
差
し
引
き
ま
す

▽
普
通
徴
収

（
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
）
…
特
別
徴
収

以
外
の
方
は
、
同
通
知
書
に
同
封
の
納
付
書
、

ま
た
は
口
座
振
替
で
納
付
し
ま
す
。
納
期
は

年
８
回
（
７
月
〜
来
年
２
月
の
毎
月
）
で
す

■問
納
付
の
相
談
…
本
所
納
税
課
☎
35
‐

１
１
８
３

賦
課
内
容
…
本
所
長
寿
介
護
課

☎
35
‐
１
２
８
９
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民

福
祉
課
へ

介
護
保
険
の
軽
減
確
認
証
・
負
担

限
度
額
認
定
証
の
更
新
時
期
で
す

軽
減
確
認
証
、
負
担
限
度
額
認
定
証
を
お

持
ち
の
方
に
申
請
書
類
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

手
続
き
が
遅
れ
る
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料

の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
忘
れ
ず

に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
昨
年
度

該
当
し
な
か
っ
た
方
で
も
、
今
年
の
８
月
１

日
以
降
に
要
件
を
満
た
せ
ば
、
確
認
証
、
認

定
証
の
交
付
対
象
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

新
た
に
交
付
を
受
け
た
い
方
は
、
窓
口
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
本
所
長
寿
介
護
課
☎
35
‐
１
２
８
９
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

家
族
介
護
慰
労
金
を
支
給
し
ま
す

■対
要
介
護
３
以
上
（
相
当
と
認
め
ら
れ
る
方

を
含
む
）
で
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
１
年

間
利
用
し
て
い
な
い
（
福
祉
用
具
貸
与
、
特

定
福
祉
用
具
販
売
、
住
宅
改
修
及
び
年
間
10

日
以
内
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
等
を
除
く
）
寝

た
き
り
高
齢
者
等
を
、
１
年
以
上
継
続
し
て

在
宅
で
介
護
し
て
い
る
方

■
支
給
額

10

万
円

■持
介
護
者
名
義
の
市
内
金
融
機
関
の

通
帳

■申
７
月
３
日
○月
〜
31
日
○月
に
各
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
本
所
長
寿
介
護
課
☎

29
‐
４
１
８
０
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福

祉
課
へ

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る

の
が
難
し
い
方
は

失
業
や
所
得
の
減
少
な
ど
の
経
済
的
な
理

由
で
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な

場
合
は
、
本
人
が
申
請
す
る
こ
と
で
、
納
付

が
免
除
ま
た
は
猶
予
さ
れ
ま
す
（
学
生
は
学

生
納
付
特
例
制
度
の
対
象
）。

▼
退
職
・
失
業
に
よ
る
特
例

退
職
や
失
業

し
た
方
で
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
確
認
印
の
あ

健
康
・
福
祉

年
金
・
医
療
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る
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
ま
た
は
雇
用

保
険
受
給
資
格
者
証
を
添
付
し
て
申
請
す
る

と
、
本
人
の
前
年
所
得
が
審
査
対
象
か
ら
外

れ
ま
す
。

▼
申
請

必
ず
前
年
所
得
の
申
告
を
済
ま
せ

て
か
ら
申
請
し
て
く
だ
さ
い
（
配
偶
者
、
世

帯
主
も
同
様
）。
今
年
度
分
（
７
月
〜
来
年

６
月
の
納
付
保
険
料
が
対
象
）
は
、
７
月
１

日
○土
か
ら
申
請
で
き
ま
す
。

▼
免
除
・
納
付
猶
予
期
間
の
保
険
料
追
納

10
年
前
ま
で
遡
っ
て
追
納
で
き
ま
す
が
、
免

除
・
納
付
猶
予
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し

て
３
年
度
目
以
降
に
追
納
す
る
場
合
、
加
算

金
が
付
き
ま
す
。

■申
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
23
‐
５
０
４
０
、
本

所
国
保
年
金
課
☎
35
‐
１
２
９
４
ま
た
は
各

地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

■他
日
本
年
金
機
構
HP

国
民
健
康
保
険
証
兼
高
齢
受
給

者
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

現
在
お
持
ち
の
国
民
健
康
保
険
証
の
有
効

期
限
は
７
月
31
日
○月
で
す
。
８
月
１
日
○火
か

ら
使
用
す
る
保
険
証
は
、
世
帯
主
宛
に
家
族

分
を
ま
と
め
て
７
月
末
ま
で
に
送
付
し
ま
す
。

期
限
の
切
れ
た
保
険
証
は
破
棄
し
て
く
だ
さ

い
。な

お
、
届
い
た
保
険
証
の
中
に
、
職
場
の

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
の
分
が
あ
っ

た
ら
、
国
民
健
康
保
険
を
や
め
る
手
続
き
が

必
要
で
す
。

▼
有
効
期
限

令
和
６
年
７
月
31
日
ま
で
に

70
歳
に
な
る
方
と
75
歳
に
な
る
方
は
、
自
己

負
担
割
合
の
変
更
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

制
度
へ
の
移
行
に
よ
っ
て
、
有
効
期
限
が
異

な
り
ま
す
。
期
限
が
切
れ
る
前
に
、
再
度
保

険
証
を
送
付
し
ま
す
。

▼
保
険
証
の
受
け
取
り
方

本
所
国
保
年
金

課
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
の
窓
口

で
交
付
を
希
望
す
る
場
合
や
、
世
帯
主
以
外

の
宛
名
で
の
送
付
を
希
望
す
る
場
合
は
、
事

前
に
届
出
が
必
要
で
す
。

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
35
‐
１
２
９
２
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用

認
定
証
の
更
新
時
期
で
す

現
在
お
持
ち
の
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適

用
認
定
証
の
有
効
期
限
は
７
月
31
日
○月
で
す
。

７
月
上
旬
に
更
新
案
内
・
申
請
書
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
８
月
以
降
も
必
要
な
方
は
忘
れ

ず
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
受
付
期
間

７
月
７
日
○金
〜
14
日
○金

■持
申
請
書
、
対
象
者
の
保
険
証
（
現
在
の
負

担
区
分
が
「
区
分
オ
」
ま
た
は
「
区
分
Ⅱ
」

の
方
で
、
長
期
入
院
〈
１
年
間
で
91
日
以
上

の
入
院
〉
に
該
当
す
る
方
は
、
入
院
を
証
明

す
る
書
類
〈
領
収
書
等
〉
も
必
要
）

認
定
証
が
な
い
場
合
で
も
医
療
機
関
等
の

窓
口
で
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
て
支
払
っ

た
医
療
費
（
食
事
代
を
除
く
）
は
、
高
額
療

養
費
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。
該
当
者
に
は

診
療
月
か
ら
２
か
月
〜
３
か
月
後
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
必
要
な
書
類
を
お
持
ち
の
上
、

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■申
本
所
国
保
年
金
課
☎
35
‐
１
２
９
２
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

■他
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
保
険
証
利
用
を
設
定
し
て

い
る
場
合
、
医
療
機
関
で
の
限
度
額
認
定
証

の
提
示
が
不
要
の
場
合
あ
り

後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
額

決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

令
和
５
年
度
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

は
、
令
和
４
年
中
の
所
得
に
基
づ
い
て
計
算

さ
れ
ま
す
。

■
発
送
日

７
月
13
日
○木

■
納
付
方
法

▽
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
差
引
き
）
…
一

定
の
条
件
を
満
た
し
た
方
は
、
原
則
、
年
金

支
給
月
（
４
月
・
６
月
・
８
月
・
10
月
・
12

月
・
来
年
２
月
）
に
年
金
か
ら
差
し
引
き
ま

す

▽
普
通
徴
収
（
納
付
書
ま
た
は
口
座
振

替
）
…
特
別
徴
収
以
外
の
方
は
同
通
知
書
に

同
封
の
納
付
書
、
ま
た
は
口
座
振
替
で
納
付
。

納
期
は
年
８
回（
７
月
〜
来
年
２
月
の
毎
月
）

で
す

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
35
‐
１
２
９

２
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
の
更
新
時
期
で
す

現
在
お
持
ち
の
後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
の
有
効
期

限
は
７
月
31
日
○月
で
す
。
８
月
１
日
○火
以
降

も
引
き
続
き
該
当
す
る
方
に
は
、
後
期
高
齢

者
医
療
被
保
険
者
証
と
一
緒
に
７
月
末
ま
で

に
送
付
し
ま
す
。

た
だ
し
、現
在
の
負
担
区
分
が
「
区
分
Ⅱ
」

で
長
期
入
院（
１
年
間
で
91
日
以
上
の
入
院
）

し
て
い
る
方
は
更
新
手
続
き
が
必
要
で
す
。

７
月
上
旬
に
申
請
書
類
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

忘
れ
ず
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
35
‐
１
２
９
２
ま
た

■問新型コロナウイルスワクチン接種対策室（にこ♥ふる）☎25‐2111内線378

新型コロナワクチン「令和５年春開始接種」は８月31日○木まで
接種を希望する方は早目の接種をご検討ください

◆接種対象者
　初回接種（１回目・２回目）が完了した次の方
を対象に、３か月以上の間隔を空け１回接種を行
います。
　①65歳以上の方
　②基礎疾患がある方（５歳～64歳）
　③医療従事者、高齢者施設・障害者施設等の従事
　　者

★お手元に接種券がある方はそのまま使用できま
すが、②・③の方で接種券がない方は、発行申請
が必要です（申請は７月31日○月まで）。
〇市コールセンター☎0120‐125‐226へ申請
〇市LINE公式アカウントからオンライン申請
〇新型コロナウイルスワクチン接種対策室窓口で申
　請、または郵送・FAX25‐7722で申請書を提出

※詳しくは市HPをご覧ください。
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小
南
孝
子

▽
加
藤
完
治

▽
佐
々
木
は
つ

子

▽
宅
井
洋
子

▽

池
昇

▽
平
藤
博

巳

▽
清
野
美
智
子

▽
佐
藤
利
浩

▽
佐

藤
雅
秀

▽
齋
藤
元
雄

▽
齋
藤
俊
美

▽

相
澤
康
夫

▽
伊
藤
ゆ
み
子

■問
法
務
局
鶴
岡
支
局
☎
22
‐
１
０
０
３
ま
た

は
本
所
市
民
課
☎
35
‐
１
１
９
４
へ

ル
ー
ル
を
守
っ
て
楽
し
い
花
火

夏
の
身
近
な
風
物
詩
の
お
も
ち
ゃ
花
火
。

お
も
ち
ゃ
と
は
い
え
、
原
料
は
火
薬
で
す
。

安
全
に
楽
し
む
た
め
、
注
意
書
や
使
用
法
を

よ
く
読
み
、
次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

▽
花
火
を
人
や
家
に
向
け
な
い

▽
燃
え
や

す
い
物
の
あ
る
場
所
で
遊
ば
な
い

▽
風
が

強
い
と
き
は
花
火
を
し
な
い

▽
水
の
入
っ

た
バ
ケ
ツ
を
用
意
す
る

▽
大
人
と
一
緒
に

遊
ぶ

▽
花
火
を
ほ
ぐ
し
た
り
、
一
度
に
た

く
さ
ん
の
花
火
に
火
を
つ
け
な
い

▽
花
火

の
筒
先
に
顔
や
手
を
近
づ
け
な
い

▽
服
に

火
が
つ
か
な
い
よ
う
注
意
す
る

■問
消
防
本
部
予
防
課
☎
22
‐
８
３
３
２

生
ご
み
の
水
切
り
に
ご
協
力

く
だ
さ
い

生
ご
み
に
は
水
分
が
多
く
含
ま
れ
ま
す
。

ご
み
の
水
分
が
多
く
な
る
と
、
ご
み
焼
却
施

設
で
焼
却
す
る
際
、
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

必
要
に
な
り
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
も
多

く
な
り
ま
す
。

生
ご
み
は
ご
み
袋
に
入
れ
る
前
に
ギ
ュ
ッ

と
一
絞
り
す
る
だ
け
で
水
分
を
減
ら
せ
ま
す
。

こ
の
水
切
り
で
、
ご
み
の
軽
量
化
と
悪
臭
の

〝
明
る
い
や
ま
が
た
〞

夏
の
安
全
県
民
運
動

夏
は
、
長
期
休
暇
や
レ
ジ
ャ
ー
、
暑
さ
に

よ
る
気
の
緩
み
な
ど
か
ら
、
交
通
事
故
や
青

少
年
の
非
行
等
が
多
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
事
故
等
を
防
止
す
る
た
め
、

運
動
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
実
施
期
間

７
月
21
日
○金
〜
８
月
20
日
○日

■
重
点

▽
青
少
年
の
健
全
育
成
と
い
じ
め

・
非
行
防
止

▽
子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事

故
防
止
・
飲
酒
運
転
の
撲
滅

▽
海
・
山
・

川
で
の
事
故
防
止

▽
身
近
な
犯
罪
等
の
防

止

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
35
‐
１
２
０
４

津
波
情
報
伝
達
訓
練
を

実
施
し
ま
す

津
波
が
発
生
し
た
場
合
に
備
え
、
７
月
７

日
○金
に
津
波
情
報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

訓
練
当
日
は
、
津
波
警
報
の
サ
イ
レ
ン
や
ア

ナ
ウ
ン
ス
が
放
送
さ
れ
ま
す
が
、
緊
急
速
報

メ
ー
ル
の
送
信
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
35
‐
１
２
０
４

人
権
に
関
す
る
相
談
は
次
の

方
に
！

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人
権
擁
護
委

員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。（
敬
称
略
）

▽
加
藤
孝
夫

▽
地
主
幸
平

▽
庄
司
敏
明

▽
鈴
木
元
女

▽
今
野
和
惠

▽
金
内
淳

▽
加
藤
勝

▽
五
十
嵐
礼
子

▽
石
川
正
廣

▽
五
十
嵐
司

▽
押
井
五
月

▽
小
鷹
真
也

▽
叶
野
勉

▽
石
川
幸

▽
田
村
廣
実

▽

収
（
年
金
か
ら
の
差
引
き
）
…
一
定
の
条
件

を
満
た
し
た
方
は
、
年
金
支
給
月
（
４
月
・

６
月
・
８
月
・
10
月
・
12
月
・
来
年
２
月
）

に
年
金
か
ら
差
し
引
き
ま
す

▽
普
通
徴
収

（
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
）
…
同
通
知
書

に
同
封
の
納
付
書
、
ま
た
は
口
座
振
替
で
納

付
。
納
期
は
年
９
回
（
７
月
〜
来
年
３
月
の

毎
月
）
で
す

■問
本
所
課
税
課
☎
35
‐
１
１

７
６最

優
秀
作
品
は
市
内
各
所
に
掲
示
し
ま
す

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
募
集

■
テ
ー
マ

交
通
事
故
防
止
を
呼
び
掛
け
る

も
の
、
交
通
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
の
重
要
性
を

訴
え
る
も
の

■
部
門

小
学
生
の
部
、
一

般
の
部
（
中
学
生
以
上
）
■
規
定

１
人

１
点
で
自
作
未
発
表
の
も
の
、
交
通
安
全
を

啓
発
す
る
標
語
の
記
載
が
あ
る
も
の

■
規

格

四
つ
切
り
サ
イ
ズ

■
各
賞

最
優
秀

賞
１
点
、
優
秀
賞
・
佳
作
数
点

■申
作
品
の

裏
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記

載
し
、
８
月
31
日
○木
ま
で
直
接
ま
た
は
郵
送

（
当
日
消
印
有
効
）
で
本
所
防
災
安
全
課
☎

35
‐
１
２
０
４
へ

は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証
が

新
し
く
な
り
ま
す

現
在
お
持
ち
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証

の
有
効
期
限
は
７
月
31
日
○月
で
す
。
８
月
１

日
○火
か
ら
使
用
す
る
保
険
証
は
７
月
末
ま
で

に
送
付
し
ま
す
。
期
限
の
切
れ
た
保
険
証
は

破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
35
‐
１
２
９
２
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

小
・
中
学
生
の
税
に
関
す
る

標
語
と
作
文
を
募
集
し
ま
す

▼
標
語

■対
小
学
生

■内
税
金
全
般
、
納
税

の
大
切
さ
、
納
期
限
を
守
る
こ
と
等
（
１
人

２
点
以
内
）

▼
作
文

■対
中
学
生

■内
税
に
関
す
る
テ
ー

マ
で
あ
れ
ば
自
由
（
１
人
１
編
。
１
、
２
０

０
字
以
内
）

▼
共
通

■申
８
月
28
日
○月
ま
で
本
所
納
税
課

☎
35
‐
１
１
８
３
へ

■他
入
賞
者
に
賞
状
と

副
賞
を
贈
呈

国
民
健
康
保
険
税
納
税
通
知
書
を

送
付
し
ま
す

７
月
14
日
○金
に
国
民
健
康
保
険
税
納
税
通

知
書
と
し
お
り
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
内

容
等
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■対
世
帯
内
に
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
が
い

る
世
帯
主
の
方

■
納
付
方
法

▽
特
別
徴

交通安全ポスター
令和４年度最優秀賞作品
朝暘六小　中里菜実香さん

税
・
生
活
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夏
の
甲
子
園
、
第
76
回
大
会
出
場
記
念
。

6
月
8
日
、
そ
の
ボ
ー
ル
を
握
り
締
め
、

球
場
に
向
か
っ
た
。

「
最
後
の
」
の
見
出
し
が
新
聞
に
躍
っ
た

鶴
岡
市
長
杯
鶴
工
・
鶴
南
定
期
戦
。
サ
ッ

カ
ー
と
野
球
が
同
時
に
開
催
さ
れ
る
伝
統

の
一
戦
だ
。
私
は
始
球
式
を
依
頼
さ
れ
た

野
球
の
試
合
へ
。
約
30
年
前
、
私
は
鶴
南

野
球
部
の
選
手
と
し
て
定
期
戦
に
出
場
し

た
。
当
時
か
ら
続
く
応
援
団
の
果
た
し
状

の
交
換
に
、
ラ
イ
バ
ル
対
決
の
懐
か
し
さ

を
思
っ
た
。

「
4
年
振
り
」
の
行
事
が
続
い
た
。
5
月

25
日
の
天
神
祭
は
２
つ
の
コ
ー
ス
で
の
パ

レ
ー
ド
が
復
活
。
化
け
も
の
に
よ
る
酒
の

振
る
舞
い
は
来
年
に
お
預
け
と
な
っ
た
も

の
の
、
大
勢
の
人
出
で
に
ぎ
わ
っ
た
。
大

絵
馬
パ
レ
ー
ド
審
査
で
は
、
羽
黒
高
校
美

術
部
が
最
優
秀
賞
に
。
伝
統
を
踏
ま
え
つ

つ
、
新
た
な
も
の
を
生
み
出
す
デ
ザ
イ
ン

性
が
感
動
を
与
え
て
く
れ
た
。

6
月
5
日
は
、
大
山
犬
祭
り
へ
。
椙
尾

神
社
の
階
段
に
は
カ
メ
ラ
を
携
え
た
人
が

待
ち
構
え
て
い
た
。
ハ
イ
ラ
イ
ト
の
階
段

駆
け
上
が
り
は
迫
力
満
点
だ
っ
た
。

6
月
11
日
は
、
京
田
地
区
の
敬
老
会
へ
。

私
か
ら
は
、
会
に
出
席
さ
れ
た
昭
和
11
年

生
ま
れ
、
数
え
88
歳
の
米
寿
の
お
２
人
へ
、

賀
詞
を
贈
呈
し
た
。
出
席
者
の
中
に
は
、

地
区
の
最
高
齢
１
０
２
歳
の
伊
藤
琴
さ
ん

の
お
姿
も
。
一
回
り
も
、
二
回
り
も
若
い

世
代
に
交
じ
っ
て
、
か
く
し
ゃ
く
と
し
た

姿
勢
に
、
誰
も
が
、
こ
う
あ
り
た
い
、
と

思
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を

飾
っ
た
ほ
な
み
保
育
園
ひ
ま
わ
り
組
の
げ

ん
き
太
鼓
、
そ
し
て
「
じ
ゅ
げ
む
」
の
披

露
に
笑
顔
が
あ
ふ
れ
た
。

天
神
祭
の
後
、
初
め
て
台
湾
を
訪
問
し

た
。
親
日
的
で
言
葉
は
違
う
が
、
ど
こ
か

気
心
が
通
じ
合
う
よ
う
な
感
じ
が
し
た
。

「
山
形
」
の
知
名
度
、
理
解
が
広
が
っ
て

い
る
こ
と
を
実
感
し
、
今
後
の
観
光
誘
客

に
期
待
が
広
が
っ
た
。
と
は
い
え
、
訪
問

団
の
ほ
と
ん
ど
は
い
わ
ゆ
る
「
内
陸
」
に

住
所
の
あ
る
人
た
ち
で
あ
り
、「
庄
内
」

勢
は
鶴
岡
市
か
ら
の
4
人
の
み
。
話
題
は
、

「
さ
く
ら
ん
ぼ
」、「
樹
氷
」、「
銀
山
温
泉
」

と
な
り
が
ち
で
、
台
湾
側
も
既
に
そ
の
基

礎
知
識
が
あ
る
よ
う
だ
っ
た
。
村
山
市
の

酒
蔵
の
日
本
酒
「
十
四
代
」
が
高
い
知
名

度
を
誇
る
こ
と
も
認
識
し
た
。

本
市
か
ら
は
、
シ
ル
ク
製
品
を
含
む
３

つ
の
日
本
遺
産
や
城
下
町
、
温
泉
、
加
茂

水
族
館
、
黒
川
能
、
日
本
酒
を
含
む
ユ
ネ

ス
コ
が
認
め
た
食
文
化
、「
Ｒ
天
国
」と
し

て
ス
ノ
ー
ボ
ー
ダ
ー
に
人
気
の
湯
殿
山
ス

キ
ー
場
な
ど
、
魅
力
的
な
観
光
資
源
を
紹

介
し
た
。
先
方
か
ら
は
、
温
泉
旅
館
で
提

供
さ
れ
る
料
理
や
、
山
伏
体
験
、
雛
菓
子

作
り
な
ど
の
体
験
メ
ニ
ュ
ー
、
ク
ラ
ゲ
の

展
示
、
日
本
の
四
季
を
体
感
で
き
る
紅
葉

や
雪
な
ど
に
高
い
関
心
が
寄
せ
ら
れ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
前
に
県
内
を
訪
れ
た
外
国
人

旅
行
者
の
半
数
以
上
は
台
湾
か
ら
で
あ
っ

た
。
庄
内
地
域
で
も
コ
ロ
ナ
禍
前
に
来
訪

し
た
旅
行
者
の
中
で
最
多
と
な
っ
て
い
る
。

台
湾
の
パ
ス
ポ
ー
ト
所
持
率
は
約
６
割
だ

と
い
う
。
そ
れ
に
対
し
て
日
本
は
約
２
割
。

引
き
続
き
庄
内
か
ら
も
積
極
的
に
訪
問
し
、

コ
ロ
ナ
禍
前
を
超
え
る
交
流
が
広
が
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
。

平
成
6
年
の
夏
の
甲
子
園
に
悲
願
の
初

出
場
を
果
た
し
た
の
は
、
鶴
岡
工
業
高
校
。

２
つ
下
の
学
年
だ
っ
た
。
当
時
の
チ
ー
ム

メ
ー
ト
が
母
校
の
監
督
に
な
り
、
来
年
、

致
道
館
高
校
が
誕
生
し
、
定
期
戦
も
新
た

な
時
代
に
入
る
こ
と
と
な
る
。
台
湾
を
訪

問
し
、
自
分
に
向
き
合
え
る
、
生
ま
れ
変

わ
る
こ
と
が
で
き
る
、
鶴
岡
の
良
さ
、
観

光
地
と
し
て
の
可
能
性
を
改
め
て
感
じ
た
。

若
い
世
代
へ
の
期
待
を
込
め
て
、
始
球
式

の
一
球
に
力
を
込
め
た
。

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　

お
願
い
し
ま
す
。

■問
本
所
農
政
課
☎
35
‐
１
２
９
5
ま
た
は
各

地
域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ

焼
畑
な
ど
で
土
地
に
火
入
れ
を

す
る
と
き
は
市
へ
の
届
け
出
を

申
請
書
に
実
施
地
の
見
取
り
図
を
添
付
し

て
、
実
施
日
の
７
日
前
ま
で
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
火
入
れ
従
事
者
数
や
防
火
帯
の
幅

等
は
条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
事

前
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■申
本
所
農
山
漁
村
振
興
課
☎
35
‐
０
１
４
５

ま
た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ

■他
申

請
書
は
市
役
所
本
所
、
各
地
域
庁
舎
及
び
一

部
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
設
置

犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

７
月
は
〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〞
強

調
月
間
で
す
。
こ
の
運
動
は
、
全
て
の
国
民

が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人

た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行

の
な
い
地
域
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的

な
運
動
で
す
。
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
地
域
社
会
、
子
供
が
健
や
か
に

育
つ
地
域
社
会
の
実
現
は
全
て
の
人
の
願
い

で
す
。
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を

築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
福
祉
課
☎
35
‐
１
２
５
２

防
止
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、
せ
ん
定
枝
・
草
も
乾
燥
さ
せ
る
な

ど
、
ご
み
の
減
量
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■問
廃
棄
物
対
策
課
☎
22
‐
２
８
４
８

無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
等
に
よ
る

病
害
虫
防
除
作
業
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

７
月
上
旬
か
ら
９
月
上
旬
ま
で
、
無
人
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
等
に
よ
る
農
作
物
の
病
害
虫
防

除
作
業
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
事
故
防
止
の
た

め
、
作
業
中
の
農
地
に
は
絶
対
に
近
寄
ら
な

い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
風
の
な
い
早
朝
や

夕
方
に
作
業
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

マイナポイントの申込期限は９月30日○土までです

マイナンバーカードの受け取りはお早目に

　マイナポイントの申込みには、令和５年２月28日までに取得の
申請をしたマイナンバーカードが必要です。
　申込期限が近くなると、交付窓口の混雑が予想されます。カード
の交付通知書（はがき）がお手元に届いた方は、予約の上お早目に
お受け取りください。

■問本所市民課☎35‐1194または各地域庁舎市民福祉課へ

☆詳しくはこちら
マイナポイント
　　事業HP

↑

更生保護の
マスコット
キャラクター
「更生ペンギン

の
ホゴちゃん」

市HP→



8

エコ・リンクやまがた
scene06

Eco・Link  Yamagata

地
域
と
協
力
し
、

魅
力
を
創
出
す
る

地

カモンマーレのスタッフの皆さん

カモンマーレのスタッフのほか、地元の地域づくり
団体や、企業から出向している方など様々な方が関
わって企画・運営しています

※ファーストフード=食文化の継承と地域食材の再発見につながるようなメニューを
　　　　　　　　　　いち早くお届けするという意味が込められた造語。

　
　
　

域
住
民
や
企
業
な
ど
と
協
働
し
な
が
ら
ま

　
　
　

ち
づ
く
り
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
エ
コ

・
リ
ン
ク
や
ま
が
た
。
６
月
24
日
に
加
茂
地
区
に

オ
ー
プ
ン
し
た
「
渚
の
交
番
カ
モ
ン
マ
ー
レ
（
以

下
、
カ
モ
ン
マ
ー
レ
）」
を
、
地
元
の
地
域
づ
く

り
団
体
等
と
協
力
し
な
が
ら
運
営
し
て
い
ま
す
。

エ
コ
・
リ
ン
ク
や
ま
が
た
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、

カ
モ
ン
マ
ー
レ
で
支
配
人
を
担
う
齋
藤
千
一
郎
さ

ん
と
、
業
務
部
長
を
務
め
る
匹
田
久
雄
さ
ん
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
日
本
財
団
か
ら
『
渚
の
交
番
』
の
話
を
頂
い
て

か
ら
、
我
々
エ
コ
・
リ
ン
ク
や
ま
が
た
の
メ
ン
バ

ー
で
適
地
を
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
、

庄
内
浜
の
ち
ょ
う
ど
真
ん
中
に
位
置
し
、
加
茂
水

族
館
に
加
え
、
加
茂
水
産
高
校
や
水
産
研
究
所
な

ど
の
海
洋
教
育
・
水
産
加
工
の
施
設
も
充
実
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
加
茂
に
決
め
た
ん
で
す
。」
と
、

匹
田
さ
ん
は
い
き
さ
つ
を
話
し
ま
す
。

カ
モ
ン
マ
ー
レ
で
は
、
ヨ
ッ
ト
や
シ
ュ
ノ
ー
ケ

リ
ン
グ
な
ど
の
マ
リ
ン
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
体
験
が

で
き
た
り
、
海
に
関
す
る
様
々
な
講
座
を
受
講
で

き
た
り
す
る
ほ
か
、
食
文
化
の
継
承
に
も
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。
昨
年
８
月
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
加

わ
り
、
ア
ル
・
ケ
ッ
チ
ァ
ー
ノ
の
総
支
配
人
と
し

て
の
経
歴
も
あ
る
齋
藤
さ
ん
は
「
海
洋
教
育
と
食

育
を
一
緒
に
推
進
し
て
い
き
た
い
。」と
語
り
ま
す
。

「
ユ
ネ
ス
コ
食
文
化
創
造
都
市
で
あ
る
鶴
岡
は
、

食
材
の
宝
庫
で
す
。
庄
内
浜
の
未
利
用
・
低
利
用

魚
な
ど
を
利
用
し
た
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
（
※
）

の
お
店
や
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
も
備
え
ま
し

た
。
庄
内
浜
の
豊
か
な
水
産
物
を
中
心
に
し
た
商
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エコ・リンクやまがた
前身の組織は2002年に発足。庄内地域を拠
点に、住民、企業、行政と協働で身近な環
境改善を行う「グラウンドワーク手法」を
用いて、まちづくりワークショップを実施。
2007年からは活動範囲を県内全域に拡大し、
市内では市民学習農園を運営。2019年から
現在の組織名で活動。異業種企業で協働しな
がら地域資源開発や環境改善事業を行うなど、
地域まちづくり活動に幅広く取り組む。

カモンマーレの
館内を紹介します！

なべじま

Piccolo-Passo（ピッコロ・パッソ）

夕陽てらす

庄内浜の魚介類を使
ったファーストフー
ドやオリジナルジェ
ラート、加工食品な
どを販売します。
マリンアクティビテ
ィの受付も１階でで
きます。

庄内の旬の食材など
を使ったイタリアン
レストラン。ランチ
もディナーも気軽に
料理をたんのうでき
ます。

詳しくは
こちら

「海洋教育」と「食育」
の実践となるフロア。
研修室や食品開発室を備
えているため、海洋講座
や調理教室なども開催で
きます。貸ホールとして
も使用できます。

▲お店のレイアウトを考え中

▲厨
ちゅう

房の準備も進めています

品
は
も
ち
ろ
ん
、
山
や
平
地
の
産
物
や
在
来
作
物

を
含
め
た
商
品
づ
く
り
を
し
て
、
庄
内
の
食
の
魅

力
の
発
信
拠
点
を
目
指
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」。

カ
モ
ン
マ
ー
レ
の
運
営
に
は
、
地
元
加
茂
地
区

の
自
治
会
も
積
極
的
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

「
以
前
か
ら
地
域
活
動
が
活
発
な
加
茂
地
区
は
、

『
大
好
き
な
加
茂
』
と
い
う
法
人
を
立
ち
上
げ
て

い
た
ん
で
す
ね
。
様
々
な
面
で
協
力
し
な
が
ら
、

加
茂
地
区
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
カ
モ
ン
マ
ー
レ
を

盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。」
と
、

匹
田
さ
ん
は
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

加
茂
地
区
の
新
た
な
魅
力
を
創
出
す
る
カ
モ
ン

マ
ー
レ
。
し
か
し
、
こ
の
施
設
だ
け
が
に
ぎ
わ
う

こ
と
が
目
的
で
は
な
い
と
２
人
は
口
を
そ
ろ
え
ま

す
。

「
カ
モ
ン
マ
ー
レ
の
役
割
の
一
つ
は
、
庄
内
全
域

に
訪
れ
る
人
の
数
を
増
や
す
こ
と
で
す
。
県
内
全

域
を
活
動
範
囲
と
す
る
我
々
が
運
営
に
関
わ
る
意

味
は
、
そ
こ
に
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
を

き
っ
か
け
に
庄
内
浜
に
訪
れ
て
く
れ
る
人
を
増
や

せ
れ
ば
、
海
辺
以
外
の
地
域
も
に
ぎ
わ
っ
て
い
く

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
海
辺
で
楽
し
ん
だ
人

が
、
そ
の
後
に
羽
黒
山
や
市
街
地
を
観
光
す
る
な

ど
し
て
、
海
辺
と
庄
内
全
域
の
各
所
を
線
で
つ
な

い
で
い
け
れ
ば
い
い
で
す
よ
ね
」。

海
辺
に
集
う
人
々
の
交
流
の
場
と
し
て
、
そ
し

て
、
庄
内
の
魅
力
の
新
た
な
発
信
拠
点
と
し
て
、

勢
い
よ
く
船
出
し
た
カ
モ
ン
マ
ー
レ
。
エ
コ
・
リ

ン
ク
や
ま
が
た
が
舵
を
取
り
な
が
ら
、
カ
モ
ン
マ

ー
レ
に
携
わ
る
人
々
の
航
海
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば

か
り
で
す
。

▲齋藤千一郎さん（左）と、
　匹田久雄さん（右）

コミュニティルーム

トラットリア

ファーストフード＆ショップ

▲カモンマーレの外観

１階

２階

３階
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大鳥地区の豊かな自然を生かし開催しました。ロープ
を使って木に登るツリークライミングや、荒沢ダムの
湖畔を利用したボート遊びなどの様々な体験に加え、
地元で採れた山菜の直売等もあり、にぎわいました。

中でも名物である魚のつかみどりは子供たちに大人気。
石の 間に隠れた魚を、袖がぬれるほど夢中で探して
いました。あいにくの小雨でしたが、澄んだ空気の中
で多くの人が大自然を満喫していました。

タキタロウまつりが４年ぶりに開催朝日｜５.28

鶴岡市子どもまつり

軽スポーツや金魚すくいなど様々なイベントが小真木
原総合体育館等で開催され、多くの子供たちでにぎわ
いました。工作教室では、真剣なまなざしで手作り飛

行機等を制作。一輪車教室では、上達して乗れるように
なると、子供たちに笑みがこぼれました。また、鶴岡
公園内堀では、家族連れなどがカヌーを楽しみました。

鶴岡｜5.28
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湯野浜海水浴場で「鶴岡ごみゼロ大作戦」を開催

海洋ごみ問題を考える機会になるよう開催。小学生
を含む市内外の方など約200人が参加し、拾ったご
みの総重量は約510㎏に上りました。

出羽三山の里フォトコンテスト入選作品展

月山高原のひまわり畑や松例祭など、羽黒地域の魅
力を切り取った作品が多数展示。来館者は１枚１枚
じっくりと味わいながら鑑賞していました。

道の駅しゃりん「道の駅フェスティバル」

旬の夏イカを使った無料イカ焼き体験などを開催。
来場者は「熱い！」と汗を拭いながら、香ばしい煙
の中で家族や友人とイカ焼きを楽しみました。

温海｜６.４

鶴岡天神祭「宵祭」が鶴岡駅前で開催！

大絵馬型山
だ し

車のライトアップに合わせ、鶴岡中央高
校天魄太鼓部が勢いよく太鼓を演奏。出店等にも多
くの人出があり、本祭に向けて弾みがつきました。

鶴岡｜5.24羽黒｜４.15～6.19

鶴岡｜５.30

WAKU WAKU WORK 2023

地元企業をより身近に感じ、地元で働く魅力を伝える
ために、櫛引中の３年生を対象に職業体験を実施。惣

そう

菜などを提供する企業の体験では、フレンチトースト

を調理し、トッピングを工夫しました。また、高齢者
施設等を経営する企業の体験では、実際に車椅子に乗
り、どのようにサポートすれば良いか考えました。

櫛引｜６.５
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月
山
あ
さ
ひ
博
物
村
特
別
企
画

「
生
き
て
い
る
化
石
の
ひ
み
つ
」

■日
７
月
１
日
○土
〜
10
月
15
日
○日
午
前
９
時

〜
午
後
５
時

■費
高
校
生
以
上
…
７
０
０

円

小
・
中
学
生
…
５
０
０
円

３
歳
以

上
…
２
０
０
円

■場
・
■問
同
館
☎
53
‐
３

４
１
１

■他
カ
ブ
ト
ム
シ
の
販
売
あ
り

朝
日
庄
内
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー

朝
日
自
然
塾

▼
初
夏
の
大
井
沢
自
然
体
験
！

■日
７
月

８
日
○土
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
（
自

然
と
匠
の
伝
承
館
〈
西
川
町
〉
集
合
）

　　　 ■内＝内容 ■師＝講師・指導 ■費＝費用・料金 ■持＝持ち物 ■申＝申込み ■問＝問合せ ■他＝その他　HP＝ホームページ

注）掲載情報の詳細は、問合せ・申込み先に問い合わせる
かHP等で確認してください。■費がないものは原則無料です。
■申があるものは事前の申込みが必要です。
■掲載希望の方は…本所総務課☎35‐1117へ
原稿締切日は発行月の前々月25日です。掲載対象は発行月
の４日以降の催し等です。市内で開催され、対象の市民が
多いものを優先。編集の都合上、掲載できない場合があり
ます。掲載が不適当と市が認めるものは掲載できません。

催
し

■内
カ
ッ
チ
ャ
バ
湿
原
で
の
昆
虫
観
察
、
大

井
沢
自
然
博
物
館
見
学
等

■費
７
０
０
円

■申
７
月
５
日
○水
ま
で

▼
プ
ロ
が
教
え
る
イ
ワ
ナ
釣
り

■日
７
月

22
日
○土
午
前
８
時
〜
午
後
４
時
（
市
役
所

朝
日
庁
舎
集
合
）
■場
大
鳥
地
区

■内
渓

流
釣
り
・
釣
り
堀
体
験
、
イ
ワ
ナ
の
さ
ば

き
方
・
試
食
等

■費
８
０
０
円

■申
７
月

10
日
○月
ま
で

▼
共
通

■対
小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護
者
、

森
林
に
関
心
の
あ
る
方
各
回
20

人

■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
58
‐
１

７
３
０

■他
HP

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

「
故
郷
を
追
わ
れ
て
」＆
ト
ー
ク

■日
７
月
８
日
○土
午
後
１
時
30
分

■場
勤
労

者
会
館

■費
５
０
０
円

鶴
岡
市
長
杯
・
鶴
岡
支
部
長
杯　
　

争
奪
囲
碁
大
会

■日
７
月
９
日
○日
午
後
０
時
30
分

■場
囲
碁

サ
ロ
ン
鶴
岡

■対
鶴
岡
市
長
杯
…
四
段
以

上

鶴
岡
支
部
長
杯
…
三
段
以
下

つ
る
お
か
森
の
保
育
フ
ォ
ー
ラ
ム

■日
７
月
９
日
○日
午
後
１
時
30
分

■場
出
羽

庄
内
国
際
村

■内「
自
然
の
中
で
遊
ぶ
子

ど
も
た
ち
〜
遊
ん
で
・
感
じ
て
・
大
き
く

な
る
〜
」
宮
里
暁
美
氏
（
お
茶
の
水
女
子

大
学
こ
ど
も
園
運
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

■申
本
所
子
育
て
推
進
課
☎
35
‐
１
２
９
１

海
開
き

▼
湯
野
浜
海
水
浴
場

■日
７
月
14
日
○金
〜

８
月
20
日
○日

■問
湯
野
浜
温
泉
観
光
協
会

☎
75
‐
２
２
５
８

▼
由
良
海
水
浴
場

■日
７
月
15
日
○土
〜
８

月
16
日
○水

■問
由
良
温
泉
観
光
協
会
☎
73

‐
２
２
５
０

■他
シ
ャ
ワ
ー
利
用
（
■時
午

前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分

■費
中
学
生
以

上
…
３
５
０
円

小
学
生
以
下
…
２
０
０

円

■問
海
テ
ラ
ス
ゆ
ら
磯
の
風
☎
64
‐
８

３
３
１
）

▼
マ
リ
ン
パ
ー
ク
ね
ず
が
せ
き

■日
７
月

15
日
○土
〜
８
月
20
日
○日

■問
鼠
ヶ
関
自
治

会
☎
０
８
０
‐
９
０
９
２
‐
１
０
０
０

▼
加
茂
レ
イ
ン
ボ
ー
ビ
ー
チ

■日
７
月
22

日
○土
〜
８
月
16
日
○水

■問
加
茂
海
水
浴
場

管
理
運
営
委
員
会
☎
33
‐
３
０
２
３

▼
三
瀬
海
水
浴
場

■日
７
月
22
日
○土
〜
８

月
20
日
○日

■問
三
瀬
観
光
協
会
☎
73
‐
３

０
３
５

▼
小
波
渡
海
水
浴
場

■日
７
月
22
日
○土
〜

８
月
16
日
○水

■問「
こ
ば
と
荘
」
内
小
波

渡
観
光
協
会
☎
73
‐
２
２
５
２

鼠
ヶ
関
キ
ャ
ン
プ
場
開
設

■日
７
月
15
日
○土
〜
８
月
20
日
○日

■
設
備

テ
ン
ト
サ
イ
ト
、
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
サ

イ
ト
、
シ
ャ
ワ
ー

■問
あ
つ
み

観
光
協
会
☎
43
‐
３
５
４
７

■他
費
用
等
詳
し
く
は
HP

当
せ
ん
者
に
景
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

み
な
と
オ
ア
シ
ス
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

■日
７
月
15
日
○土
〜
10
月
１
日
○日

■場
み
な

と
オ
ア
シ
ス
酒
田
・
加
茂
・
鼠
ヶ
関

■内

３
か
所
全
て
の
ス
タ
ン
プ
を
台
紙
に
押
し

て
応
募

■問
酒
田
港
湾
事
務
所

企
画
調
整
課
☎
０
２
３
４
‐
33

‐
６
３
１
４

■他
HP

越
沢
・
ま
や
の
や
か
た
感
謝
祭

夏
の
寒
晒
し
そ
ば
ま
つ
り

■日
７
月
15
日
○土
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

■場
そ
ば
処
・
ま
や
の
や
か
た

■費
１
食
１
、

２
０
０
円
（
限
定
１
０
０
食
）
■申
あ
つ

み
観
光
協
会
☎
43
‐
３
５
４
７

道
の
駅
「
あ
つ
み
」
し
ゃ
り
ん　
　
　

海
の
日
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

■日
７
月
15
日
○土
〜
17
日
○月
午
前
10
時
〜
午

後
３
時

■内
庄
内
産
海
産
物
炭
火
焼
き
販

売
、
惣
菜
・
加
工
品
の
露
店
販
売

■場
・

■問
し
ゃ
り
ん
☎
44
‐
３
２
１
１

■他
７
月

17
日
ま
で
庄
内
浜
で
水
揚
げ
さ
れ
た
鮮
魚

を
扱
う
魚
屋
が
期
間
限
定
営
業
中

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ビ
ー
チ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
２
０
２
３
㏌
鼠
ヶ
関

■日
７
月
15
日
○土
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■場
マ
リ
ン
パ
ー
ク
ね
ず
が
せ
き

■内
障
害

の
有
無
に
関
わ
ら
ず
「
海
」
を
楽
し
め
る

イ
ベ
ン
ト
、
マ
リ
ン
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、

フ
ー
ド
コ
ー
ト
等

■問
ド
リ
ー
ム
や
ま
が

た
里
山
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
庄
内
事
務
局
☎
０

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。
各担当課や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等
でご確認ください。
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53
‐
３
４
１
１

お
う
ら
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の 

会
と
巡
る「
ふ
る
さ
と
大
山
の
プ
チ
旅
」

■日
７
月
17
日
○月
午
前
10
時　

■場
松
倉
山
馬

頭
観
音
仁
王
門　

■費
３
０
０
円　

■申
７
月

７
日
○金
ま
で
大
山
自
治
会
☎
33
‐
３
２
１

３
へ月

山
あ
さ
ひ
サ
ン
チ
ュ
ア
パ
ー
ク
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場　

夏
休
み
自
然
教
室

■日
７
月
22
日
○土
〜
８
月
20
日
○日　

■内
本
格

ピ
ザ
窯
で
ピ
ザ
焼
き
、
タ
イ
ダ
イ
染
め
、

炭
火
で
ま
き
ま
き
パ
ン
焼
き
、
夏
野
菜
も

ぎ
取
り
、
星
空
観
察
、
ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ン
、

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
、
ス
ケ
ー
ト
ラ
ン
プ　

■場

・
■問
同
キ
ャ
ン
プ
場
☎
54
‐
６
６
０
６

山
王
・
銀
座
・
南
銀
座
・
み
ゆ
き
・
昭
和 

商
店
街
連
携
夏
ま
つ
り

■日
７
月
22
日
○土
午
後
３
時
〜
９
時　

■場
山

王
・
銀
座
・
南
銀
座
商
店
街　

■内
キ
ッ
チ

ン
カ
ー
、
ス
テ
ー
ジ
、
出
店
等　

■問
同
ま

つ
り
実
行
委
員
会
☎
22
‐
２
２
０
２

中
央
公
民
館 

ス
ペ
シ
ャ
ル
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

■日
７
月
28
日
○金
・
31
日
○月　

■時
・
■内
①
午

後
１
時
30
分
・
４
時
…『
妖
怪
ウ
ォ
ッ
チ

♪
コ
マ
さ
ん
か
ら
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
！
ブ
ラ
ッ
ク

ホ
ー
ル
へ
レ
ッ
ツ
ゴ
ー
だ
ニ
ャ
ン
♪
』

②
２
時
30
分
…『
ワ
ン
ピ
ー
ス　

プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
』　

③
５
時
30
分
…『
ア
ー
ス
シ

ン
フ
ォ
ニ
ー　

光
と
水
が
奏
で
る
空
の
物

２
３
４
‐
21
‐
８
２
５
０

湯
ノ
沢
岳 

山
開
き
登
山

■日
７
月
16
日
○日
午
前
７
時
〜
午
後
４
時

（
湯
ノ
沢
岳
登
山
口
〈
本
郷
地
区
〉
集
合
）　

■持
昼
食
等　

■問
あ
さ
ひ
む
ら
観
光
協
会
☎

運
動
公
園
（
雨
天
時
は
櫛
引
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
）　

■定
３
０
０
人　

■内
舞
囃
子

（
櫛
引
東
小
）、
能
「
大
社
」・
狂
言
「
梟

山
伏
」（
黒
川
能
下
座
）　

■費
２
、
０
０
０

円
（
当
日
は
５
０
０
円
増
し
。
高
校
生
以

下
無
料
）　

■申
櫛
引
庁
舎
産
業
建
設
課
☎

57
‐
２
１
１
５

つ
る
お
か
森
の
時
間　
　
　

森
林
散
策
と
水
質
調
査
体
験

■日
７
月
30
日
○日
午
前
８
時
10
分
〜
午
後
４

時
30
分　

■場
赤
川
河
口
、
赤
川
頭
首
工
、

早
田
川　

■定
20
人
（
申
込
み
多
数
の
場
合

は
抽
せ
ん
）　

■費
高
校
生
以
上
…
１
、
０

０
０
円　

中
学
生
以
下
…
５
０
０
円　

■持

昼
食
等　

■申
７
月
18
日
○火
ま
で
HP
ま
た
は

本
所
環
境
課
☎
35
‐
１
２
４
７
へ　

国
史
跡 

旧
東
田
川
郡
役
所
及
び
郡
会
議

事
堂  

未
来
へ
つ
な
ぐ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

■日
７
月
30
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■場
東
田

川
文
化
記
念
館　

■定
１
２
０
人　

■内
合
唱

発
表
、
講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン　

■師
谷
口
裕
信
氏
（
皇
學
館
大
学
教

授
）、
小
幡
知
之
氏
（
山
形
工
科
短
期
大

学
校
長
）、
浅
野
啓
介
氏
（
文
化
庁
文
化

財
調
査
官
）　

■申
７
月
25
日
○火
ま
で
藤
島

庁
舎
総
務
企
画
課
☎
64
‐
５
８
１
４
へ

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
「
く
る
り
ん
館
」

古
本
銀
行
譲
渡
会

■日
７
月
31
日
○月
〜
８
月
４
日
○金
午
前
９
時

〜
11
時
50
分　

■内
同
館
所
蔵
の
古
本
を
無

料
で
譲
渡　

■場
・
■問
同
館
☎
35
‐
３
５
５

語
』　

④
７
時
…『
平
原
綾
香　

い
の
ち
の

星
の
詩 SPECIA
L ED

ITIO
N

』　

■定
各

回
先
着
60
人　

■費
３
歳
以
上
…
１
０
０
円　

高
校
生
以
上
…
２
０
０
円　

■場
・
■申
７
月

19
日
○水
か
ら
同
館
☎
25
‐
１
０
５
０
へ

せ
か
い
の
台
所 

イ
ギ
リ
ス
料
理　
　

 

〜
ク
レ
ア
さ
ん
の
台
所
〜

■日
７
月
23
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

■定
10
人　

■師
ク
レ
ア
・
ミ
ラ
ー
氏
（
イ
ギ

リ
ス
出
身
）　

■費
１
、
５
０
０
円　

■場
・

■申
７
月
１
日
○土
か
ら
出
羽
庄
内
国
際
村
☎

25
‐
３
６
０
０
へ

東
北
地
区
支
部
消
防
救
助
技
術 

指
導
会

■日
７
月
26
日
○水
午
前
９
時
30
分　

■場
消
防

本
部　

■内
東
北
各
県
選
抜
の
消
防
救
助
隊

員
が
救
助
技
術
を
競
う　

■問
消
防
本
部
警

防
課
☎
22
‐
８
３
２
０　

■他
小

真
木
原
公
園
南
駐
車
場
か
ら
無

料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
。
市
HP

お
魚
放
流
体
験
in
庄
内
浜

■日
７
月
29
日
○土
午
前
10
時
30
分　

■場
酒
田

港
下
瀬
野
積
場
（
酒
田
市
）　

■定
50
人　

■申
７
月
３
日
○月
〜
25
日
○火
ま
で
庄
内
総
合

支
庁
水
産
振
興
課
☎
０
２
３
４
‐
24
‐
３

２
１
３
へ

黒
川
能
野
外
能
楽 

水
焰
の
能

■日
７
月
29
日
○土
午
後
６
時　

■場
櫛
引
総
合

■日時　９月９日○土午後２時開演
■会場　荘銀タクト鶴岡　大ホール
■応募　８月６日○日午後11時59分まで専用申込みフォームへ ▶▶
　　　　※応募は１人につき１回限り。応募者多数の場合は抽せん。
　　　　※当せん者には２人まで入場できる整理券を郵送。
■出演　大

おおもり

森南
な お

朋氏（俳優・酒井忠次役）、磯
いそ

智
ともあき

明氏（『どうする家康』
　　　　制作統括）、羽

はすみ

隅将
しょういち

一氏（NHK山形放送局アナウンサー）
■主催・問合せ　NHK山形放送局☎023‐625‐9511 大森 南朋 氏

大河ドラマ「どうする家康」

スペシャルトークショー in 鶴岡市

荘銀タクト鶴岡　開館５周年記念事業
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７

■他
古
本
の
受
入
れ
は
終
了

ご
み
処
理
３
施
設　
　
　
　

夏
休
み
見
学
会

■日
８
月
３
日
○木
午
前
８
時
（
出
羽
庄
内
国

際
村
集
合
）
■定
先
着
40
人

■内
ご
み
焼

却
施
設
、
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
、
一
般
廃

棄
物
最
終
処
分
場
の
見
学

■申
７
月
27
日

○木
ま
で
廃
棄
物
対
策
課
☎
22
‐

２
８
４
９
へ

■他
小
学
生
以
下

保
護
者
同
伴
。
市
HP

荘
内
看
護
専
門
学
校

学
校
説
明
会

■日
８
月
３
日
○木
・
４
日
○金
午
後
１
時
30
分

■内
学
校
概
要
・
学
校
生
活
の
説
明
、
新
校

舎
の
紹
介

■場
・
■申
同
校
☎
22
‐
１
９
１

９

■他
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
参
加
可

千
二
百
年
の
歴
史
街
道
で
タ
イ

ム
ト
リ
ッ
プ
六
十
の
詣
で
弐

■日
８
月
11
日
○金
午
前
８
時
〜
午
後
５
時

（
月
山
あ
さ
ひ
博
物
村
集
合
）
■場
田
麦
俣

↓
独
鈷
茶
屋
跡
↓
大
堀
抜
↓
細
越
峠
↓
湯

殿
山
神
社
本
宮
（
９
㎞
）
■定
先
着
20
人

■費
３
、
５
０
０
円
（
昼
食
代
等
）
■申
８

月
４
日
○金
ま
で
ア
ル
ゴ
デ
ィ
ア
研
究
会
☎

53
‐
３
４
１
１
へ

テ
ー
マ
は
「
家
康
公
と
家
臣
団
」

家
康
公
検
定
２
０
２
３

■日
９
月
30
日
○土
午
前
10
時
30
分

■場
荘
内

神
社

■費
高
校
生
以
上
…
２
、
５
０
０
円

小
・
中
学
生
…
５
０
０
円

■申
７
月
28
日

○金
ま
で
HP
で

■問
鶴
岡
信
用
金

庫
☎
22
‐
２
６
８
０

■他
受
験

記
念
品
あ
り

市
民
プ
ー
ル
夏
季
一
般
利
用

■日
７
月
８
日
○土
〜
９
月
２
日
○土
（
大
会
等

で
利
用
で
き
な
い
場
合
あ
り
。
初
日
は
無

料
開
放
）
■時
月
曜
〜
土
曜
日
…
午
前
10

時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
５
時
・
６
時
〜

８
時

日
曜
日
、
祝
日
…
午
前
10
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
５
時

■費
小
・
中
学
生

…
１
８
０
円

高
校
生
等
…
３
８
０
円

大
人
…
４
９
０
円

■問
鶴
岡
水
泳
育
成

協
会
☎
22
‐
０
０

７
４

■他
水
泳
帽

を
着
用
（
貸
出
し

不
可
）。
幼
児
は

要
付
添
い
。
午
後

６
時
以
降
、
中
学

生
以
下
保
護
者
同

伴
が
ん
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
と
の
対
話

荘
内
傾
聴
カ
フ
ェ「
に
こ
っ
と
」

■日
７
月
12
日
○水
・
26
日
○水
午
後
２
時

■場

荘
内
病
院

■対
が
ん
患
者
と
そ
の
家
族

■内
が
ん
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
と
の
病
気
や
生

活
に
関
す
る
対
話

■申
同
院
地
域
医
療
連

携
室
☎
26
‐
５
１
５
５

つ
る
お
か
健
康
塾

■日
７
月
15
日
○土
午
後
１
時
30
分

■場
荘
内

病
院

■定
先
着
30
人

■内「
東
洋
医
学
か

ら
学
ぶ
養
生
」
田
中
栄
一
氏
（
丸
岡
医
院

医
師
）、「
か
み
か
み
百
歳
体
操
」
市
保
健

師

■申
荘
内
病
院
内
緩
和
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
鶴
岡
・
三
川
☎
26
‐
５
１
８
０

日
帰
り
ハ
イ
キ
ン
グ「
獅
子
ヶ
鼻

湿
原
、
神
秘
の
マ
リ
モ
を
探
訪
」

■日
７
月
22
日
○土
午
前
７
時
30
分
（
小
真
木

原
公
園
集
合
）
■定
先
着
15
人

■費
４
、

０
０
０
円
（
昼
食
代
等
）
■申
７
月
４
日

○火
か
ら
鶴
岡
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

☎
25
‐
８
１
３
１
へ

７
月
28
日
は
日
本
肝
炎
デ
ー

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

■日
７
月
25
日
○火

■時
①
午
前
９
時
20
分

②
午
後
５
時
40
分

■内
Ｂ
型
・
Ｃ
型
ウ
イ

ル
ス
性
肝
炎
検
査
（
①
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
、
梅
毒
、

性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
検
査
も
受
診
可
能
）

■場
・
■申
庄
内
保
健
所
（
三
川
町
）
☎
66
‐

４
９
２
０

認
知
症
の
学
び
や
交
流
・
相
談

ほ
っ
こ
り
か
ふ
ぇ

■日
８
月
３
日
○木
、
９
月
７
日
○木
午
前
10
時

■場
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ

る
）
■内
認
知
症
に
関
す
る
ミ
ニ
講
話
、

専
門
職
と
の
交
流
や
相
談
、
介
護
者
交
流

■申
各
日
２
日
前
ま
で
本
所
長
寿
介
護
課
☎

29
‐
４
１
８
０
へ

た
か
だ
て
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

親
子
で
ヨ
ッ
ト
体
験
し
よ
う

■日
８
月
５
日
○土
午
前
９
時

■場
加
茂
港

■定
先
着
15
組

■費
大
人
…
１
、
０
０
０
円

小
・
中
学
生
…
５
０
０
円

■申
7
月
21
日

○金
ま
で
同
ク
ラ
ブ

認
知
症
を
理
解
す
る
教
室

■日
８
月
５
日
○土
午
前
10
時

■場
に
こ
♥

ふ

る

■内「
認
知
症
ケ
ア
・
対
応
方
法
」
兼

子
美
智
子
氏
（
湯
田
川
温
泉
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
病
院
認
知
症
看
護
認
定
看
護

師
）
■申
８
月
３
日
○木
ま
で
本
所
長
寿
介

護
課
☎
29
‐
４
１
８
０
へ

小
型
と
大
型
ヨ
ッ
ト
で
の
セ
ー
リ
ン
グ
体
験

ヨ
ッ
ト
講
習
会

■日
８
月
６
日
○日

■場
加
茂
水
産
高
校
等

■対
小
学
生
以
上

■費
中
学
生
以
上
…
２
、

０
０
０
円

小
学
生
…
１
、
０
０
０
円

■申
７
月
31
日
○月
ま
で
山
形
県
セ
ー
リ
ン
グ

連
盟
HP
か
ら
申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、

鶴
岡
市
ヨ
ッ
ト
連
盟
へ

■問
加
茂
水
産
高

校
内
「
同
連
盟
」
事
務
局
☎
33
‐
３
１
１

６

■他
小
学
生
保
護
者
同
伴

市
民
登
山
「
月
山
」

■日
８
月
６
日
○日
午
前
５
時
30
分
（
市
役
所

本
所
集
合
）
■場
姥
沢
リ
フ
ト
（
西
川
町
）

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
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↓
姥
ヶ
岳
↓
牛
首
↓
山
頂
↓
仏
生
池
↓
八

合
目

■対
小
学
生
以
上
の
鶴
岡
市
民
先
着

50
人

■費
中
学
生
以
上
…
４
、
０
０
０
円

小
学
生
…
２
、
０
０
０
円

■持
昼
食
、
保

険
証
等

■申
７
月
４
日
○火
〜
18
日
○火
に
鶴

岡
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
☎
25
‐
８

１
３
１
へ

■他
小
学
生
保
護
者
同
伴

家
族
介
護
者
交
流
の
つ
ど
い

■日
８
月
17
日
○木
午
前
10
時

■場
に
こ
♥

ふ

る

■内
介
護
保
険
の
活
用
に
つ
い
て
の
ミ

ニ
講
話
、
交
流
会
等

■申
８
月
10
日
○木
ま

で
本
所
長
寿
介
護
課
☎
29
‐
４
１
８
０
へ

つ
る
お
か
ス
リ
ー
デ
ー
ウ
ォ
ー
ク

２
０
２
３
（
要
事
前
申
込
み
）

▼
み
ん
な
で
歩
こ
う
！
里
山
あ
る
き

▽
羽
黒
山
修
験
の
み
ち
20
㎞
・
10
㎞
・
５

㎞
コ
ー
ス

■日
９
月
16
日
○土

■時
20
㎞
…

午
前
７
時
30
分

10
㎞
・
５
㎞
…
８
時
30

分（
手
向
地
区
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー
集
合
）

▽
大
山
上
池
・
下
池
20
㎞
・
８
㎞
・
５
㎞

コ
ー
ス

■日
９
月
17
日
○日

■時
20
㎞
…
午

前
７
時
30
分

８
㎞
・
５
㎞
…
８
時
30
分

（
大
山
小
学
校
集
合
）

▼
国
際
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
ク
in
鶴

岡▽
湯
野
浜
14
㎞
・
７
㎞
・
３
㎞
コ
ー
ス

■日
９
月
18
日
○月
午
前
８
時
（
湯
野
浜
小
集

合
）
■他
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ポ
ー
ル
貸
出
し
あ
り
（
要

予
約
）

▼
共
通

■費
高
校
生
以
上
の
鶴
岡
市
民
…

１
、
１
０
０
円

市
民
以
外
…
１
、
２
０

０
円

中
学
生
以
下
…
５
０
０
円

■申
８

月
25
日
○金
ま
で

■
申
込
方
法

▽
窓
口

…
小
真
木
原
総
合
体
育
館
へ
来
館

▽
郵

便
払
込
書
…
払
込
取
扱
票
に
住
所
・
氏
名

・
電
話
番
号
・
生
年
月
日
・
参
加
コ
ー
ス

・
交
通
手
段
を
明
記
し
、
口
座
０
２
２
４

０
‐
７
‐
１
２
０
４
２
１
に
払
込
み

▽

電
話
…
☎
０
５
７
０
‐
０
３
９
‐
８
４
６

（
月
曜
〜
金
曜
日
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
）

▽
ウ
ェ
ブ
…
ス
ポ
ー
ツ
エ
ン
ト
リ
ー
か
ら

■問
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
25
‐
８
１
３
１

■他
送

迎
バ
ス
（
要
予
約
）・
費
用
の

割
引
・
そ
の
他
オ
プ
シ
ョ
ン
あ

り
。
市
HP

鶴
岡
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
の
指
導
員
が
ア
ド
バ
イ
ス

夏
休
み
ア
イ
デ
ア
工
作
相
談
会

■日
７
月
８
日
○土
午
後
１
時
〜
４
時
・
９
日

○日
午
前
９
時
〜
正
午

■場
秋
山
鉄
工
㈱
日

本
国
工
場

■対
小
・
中
学
生

■内
夏
休
み

の
工
作
課
題
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
（
１

組
10
分
〜
20
分
）
■申
学
校
教
育
課
（
櫛

引
庁
舎
）
☎
57
‐
４
８
６
５

み
ん
な
で
楽
し
む
ス
ラ
イ
ム

実
験
２
０
２
３

■日
７
月
９
日
○日
午
前
10
時
30
分
〜
正
午
、

午
後
１
時
15
分
〜
３
時

■場
エ
ス
モ
ー
ル

■対
小
学
生
以
下
各
回
80
人

■内
ス
ラ
イ
ム

実
験
、
発
泡
入
浴
剤
作
り
、
光
る
ス
ト
ラ

ッ
プ
作
り

■問
ス
ラ
イ
ム
の
風

西
部
児
童
館
ゆ
め
っ
く
り

▼
幼
児
サ
マ
ー
水
あ
そ
び

■日
７
月
19
日

○水
・
24
日
○月
・
26
日
○水
・
28
日
○金
午
前
10

時
30
分

■場
同
館

■対
幼
児
と
そ
の
保
護

者
各
日
先
着
７
組

■申
７
月
３
日
○月
か
ら

▼
ミ
ニ
ミ
ニ
♪
な
つ
ま
つ
り

■日
７
月
30

日
○日
午
前
10
時

■場
同
館

■対
幼
児
と
そ

の
保
護
者
30
組

■費
２
０
０
円

■申
７
月

３
日
○月
か
ら

▼
わ
く
わ
く
サ
マ
ー
体
験

■日
８
月
１
日

○火
・
２
日
○水
・
４
日
○金
午
前
10
時

■場
第

六
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
セ
ン
タ
ー

■定
８
月
１
日
…
40
人

２
日
・
4
日
…
25

人

■対
小
学
生

■申
７
月
18
日
○火
か
ら

▼
共
通

■申
西
部
児
童
館
☎
29
‐
０
０
３

１
ま
ん
ま
ル
ー
ム
７
月
の
講
座

「
イ
ヤ
イ
ヤ
期
の
関
わ
り
」

■日
７
月
19
日
○水
午
前
10
時
30
分

■対
乳
幼

児
と
そ
の
保
護
者
（
保
護
者
の
み
の
参
加

可
）
■師
市
立
保
育
園
長

■場
・
■申
７
月

３
日
○月
か
ら
同
ル
ー
ム
☎
24
‐
５
６
３
５

へ
南
部
児
童
館
み
な
っ
く
る

▼
ワ
ク
ワ
ク
お
は
な
し
会

■日
７
月
19
日

○水
午
前
11
時

■対
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

▼
み
な
っ
く
る
で
遊
ぼ
う
！
「
フ
ォ
ト
ア

ー
ト
〝
夏
〞」
■日
７
月
21
日
○金
午
前
10
時

■対
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
先
着
12
組

■内

夏
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
背
景
で
写
真
撮
影
と

身
体
測
定

■申
７
月
１
日
○土
か
ら

▼
遊
び
の
サ
マ
ー
セ
レ
ク
シ
ョ
ン

■日
・

■内
・
■定
８
月
２
日
○水
午
前
10
時
30
分
…
さ

ん
ち
ゃ
ん
と
け
ん
玉
に
挑
戦
！
・
先
着
20

人

４
日
○金
午
前
10
時
30
分
…
開
館
10
周

年
記
念
企
画
旗
作
り
・
先
着
30
人

７
日

○月
午
前
10
時
…
お
化
け
屋
敷
・
先
着
40
人

18
日
○金
午
前
10
時
30
分
…
小
学
生
向
け
お

は
な
し
会
＆
工
作
・
先
着
20
人

■対
小
学

生

■申
７
月
20
日
○木
か
ら

▼
共
通

■場
・
■申
同
館
☎
64
‐

１
９
０
0

■他
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
夏
休
み
、自
由
研
究
に
い
か
が
で
す
か

ソ
ー
ラ
ー
エ
コ
ハ
ウ
ス
を
作
ろ
う

■日
７
月
22
日
○土
午
前
９
時

■場
職
員
研
修

会
館

■対
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
15
組

■申
７
月
14
日
○金
ま
で
２
次
元
コ

ー
ド
ま
た
は
本
所
環
境
課
☎
35

‐
１
２
４
７
へ

■他
市
HP

小
学
生
の
た
め
の
図
書
館
講
座

昆
虫
講
座

■日
７
月
22
日
○土
午
前
10
時
30
分

■対
小
学

３
年
〜
６
年
生
と
そ
の
保
護
者
先
着
25
組

（
子
供
の
み
の
参
加
可
）
■内「
見
て
・
聞

い
て
・
知
る
ほ
ど
に
お
も
し
ろ
い
！
ふ
し

ぎ
な
セ
ミ
の
世
界
」
高
嶋
清
明
氏
（
昆
虫

写
真
家
）
■場
・
■申
７
月
６
日
○木
か
ら
図

書
館
本
館
☎
25
‐
２
５
２
５
へ

子
育
て
・
子
供
向
け

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。



16

親
子
で
木
工
工
作
に
挑
戦
し
ま
せ
ん
か

「
フ
ォ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
チ
ェ
ア
」キ
ッ
ト
配
布

■日
７
月
25
日
○火
か
ら
の
月
曜
〜
金
曜
日
午

前
10
時
〜
午
後
4
時

■対
小
学
生
先
着
50

人
（
１
家
庭
１
セ
ッ
ト
）
■場
・
■問
田
川

建
設
労
働
組
合
☎
22
‐
２
８
３
２

山
形
県
立
致
道
館
中
学
校

学
校
説
明
会

■日
７
月
29
日
○土
午
前
10
時
、
午
後
1
時
30

分
・
30
日
○日
午
前
10
時

■場
鶴
岡
北
高
校

■対
小
学
６
年
生
の
児
童
と
保
護
者
各
回
先

着
２
０
０
人

■申
HP
か
ら

■問

致
道
館
中
学
校
・
高
等
学
校
開

校
準
備
室
☎
29
‐
２
２
４
０

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
く
る
り
ん
館

夏
休
み
親
子
リ
サ
イ
ク
ル
体
験
教
室

■日
７
月
31
日
○月
、
８
月
４
日
○金
午
後
１
時

30
分

■対
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
各
日
先

着
10
組

■内
ガ
ラ
ス
の
小
瓶
に

模
様
を
付
け
る
リ
サ
イ
ク
ル
工

作

■場
・
■申
同
館
☎
35
‐
３
５

５
７中

央
児
童
館
ひ
ろ
っ
ぴ
あ

▼
夏
休
み
日
替
わ
り
コ
ー
ナ
ー

■日
７
月

31
日
○月
〜
８
月
４
日
○金
の
間
で
３
日
間
開

催

■定
各
回
先
着
10
人

■内
工
作
、
化
学

実
験

■申
７
月
10
日
○月
〜
25
日
○火

▼
ひ
ろ
っ
ぴ
あ
縁
日

■日
８
月
７
日
○月
午

後
２
時

■対
幼
児
〜
中
学
生
先
着
30
人

■内
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
、
当
て
も
の
等

■費
３

０
０
円

■申
チ
ケ
ッ
ト
購
入
は
７
月
24
日

○月
〜
８
月
４
日
○金
ま
で
直
接
同
館
へ
来
館

▼
共
通

■場
・
■申
同
館
☎
24
‐
４
６
０
８

夏
休
み
親
子
下
水
道
教
室

■日
８
月
４
日
○金
午
前
9
時

■場
庄
内
浄
化

セ
ン
タ
ー
（
庄
内
町
）
■対
小
学
４
年
〜

６
年
生
と
そ
の
保
護
者
先
着
20
組

■内
下

水
処
理
場
の
見
学
、
顕
微
鏡
観
察
、
工
作

等

■申
７
月
25
日
○火
ま
で
建
設
技
術
セ
ン

タ
ー
下
水
道
事
務
所
☎
０
２
３
‐
６
５
４

‐
８
４
０
０
へ

〜
水
道
水
の
流
れ
を
た
ど
ろ
う
〜

夏
休
み
！
わ
く
わ
く
水
道
た
ん
け
ん
隊
！

■日
８
月
５
日
○土
午
前
８
時
30
分
（
市
役
所

上
下
水
道
部
庁
舎
集
合
）
■対
小
学
生
と

そ
の
保
護
者
先
着
10
組

■内
月
山
ダ
ム
、

朝
日
浄
水
場
、
高
坂
配
水
場
等
の
見
学

■申
７
月
25
日
○火
ま
で
上
下
水
道
部
総
務
課

☎
23
‐
７
７
３
１
へ

森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
学
ぶ
！

子
ど
も
樹
木
博
士
に
挑
戦
し
よ
う

■日
８
月
６
日
○日
午
前
９
時
30
分

■場
庄
内

空
港
緩
衝
緑
地
（
酒
田
市
）
■対
小
・
中

学
生
と
そ
の
保
護
者
20
組

■内
樹
木
観
察

ツ
ア
ー
等

■費
３
０
０
円
（
保
護
者
同
伴

の
場
合
２
人
で
５
０
０
円
）
■申
８
月
３

日
○木
ま
で
同
緑
地
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
☎
０

２
３
４
‐
92
‐
４
４
２
７
へ

■他
小
学
３

年
生
以
下
保
護
者
同
伴

内
川
舟
下
り
探
検
隊

■日
８
月
６
日
○日
午
前
８
時
30
分
（
市
役
所

本
所
集
合
）
■対
市
内
在
住
の
小
学
３
年

〜
６
年
生
16
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
せ
ん
）
■内
内
川
を
木
舟
に
乗
っ
て
川

下
り
（
約
２
㎞
）
■申
７
月
25
日
○火
ま
で

本
所
土
木
課
内「
内
川
を
美
し
く
す
る
会
」

事
務
局
☎
35
‐
１
３
４
１
へ

図
書
館
本
館
夏
の
お
は
な
し
会

■日
８
月
６
日
○日
午
前
10
時

■対
幼
児
〜
小

学
生

■内
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
、
手
遊
び
等

■場
・
■問
同
館
☎
25
‐
２
５
２
５

就
学
相
談
会

■日
８
月
７
日
○月
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30

分
（
１
人
45
分
程
度
）
■場
教
育
相
談
セ

ン
タ
ー
（
マ
リ
カ
）
■対
令
和
６
年
４
月

に
小
学
校
に
入
学
す
る
子
供
の
保
護
者

■内
子
供
の
発
達
の
様
子
・
就
学
先
の
相
談

を
個
別
に
受
け
付
け

■申
７
月
24
日
○月
ま

で
学
校
教
育
課
☎
57
‐
４
８
６
４
へ

夏
休
み
の
自
由
研
究
に
！　
　
　
　
　
　
　

女
性
セ
ン
タ
ー  

親
子
ふ
れ
あ
い
教
室

■日
８
月
３
日
○木
午
前
９
時
30
分

■対
市
内
、

三
川
町
、
庄
内
町
に
在
住
の
小
学
生
と
そ

の
保
護
者
先
着
10
組

■内
紙
す
き
体
験

■師
長
谷
川
聡
氏
（
長
谷
川
和
紙
工
房
）

■費
１
、
８
０
０
円

■場
・
■申
７
月
５
日
○水

〜
19
日
○水
に
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
２
３
４

０
へ鶴

岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
常
設
展
示
コ
ー
ナ
ー   

鶴
岡
市
所
蔵
作

品
展
第
２
期
「
生
え
る
・
咲
く
・
枯
れ
る
」

■日
７
月
１
日
○土
〜
９
月
24
日
○日
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
30
分

■内
市
が
所
蔵
す
る
郷

土
ゆ
か
り
の
美
術
作
品
を
10
点
程
度
展
示

▼
特
別
展
覧
会
「
英
国
王
室
に
咲
く

ボ

タ
ニ
カ
ル
ア
ー
ト
と
ウ
ェ
ッ
ジ
ウ
ッ
ド
〜

植
物
画
の
お
い
た
ち
〜
」
■日
７
月
15
日

○土
〜
8
月
20
日
○日

■費
大
人
…
５
０
０
円

高
校
生
・
大
学
生
…
３
０
０
円

中
学
生

以
下
…
無
料

■他
学
芸
員
に
よ
る
ギ
ャ
ラ

リ
ー
ト
ー
ク
（
■日
７
月
23
日
○日
、８
月
６

日
○日
午
前
10
時
、
午
後
２
時
）

▼
特
別
展
覧
会
関
連
講
演
会
「
英
国
の
近

世
に
み
る
ボ
タ
ニ
カ
ル
ア
ー
ト
の
歩
み
」

■日
７
月
15
日
○土
午
後
２
時

■定
30
人

■申

７
月
１
日
○土
〜
14
日
○金

▼
藍
で
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
ス
ト
ー
ル
を
染

め
よ
う

■日
７
月
26
日
○水
午
後
２
時

■師

近
井
肇
氏
（
草
木
染
）

■費
３
、
０
０
０

円

■申
７
月
４
日
○火
〜
20
日
○木

▼
小
ぶ
り
な
陶
器
の
す
り
鉢
づ
く
り
（
全

３
回
）
■日
７
月
29
日
○土
、
８
月
19
日
○土

・
26
日
○土
午
前
10
時

■師
今
野
安
健
氏（
陶

芸
家
）
■費
２
、
５
０
０
円

■申
７
月
４

日
○火
〜
20
日
○木

　　　 ■内＝内容 ■師＝講師・指導 ■費＝費用・料金 ■持＝持ち物 ■申＝申込み ■問＝問合せ ■他＝その他　HP＝ホームページ

施
設
の
催
し
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▼
共
通　

■場
・
■申
同
館
☎
29
‐
０
２
６
０

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
編
物
サ
ー
ク
ル　

■日
７
月
４
日
・
11
日

・
18
日
・
25
日
、
８
月
１
日
・
８
日
・
22
日
・

29
日
の
火
曜
日
、
７
月
７
日
・
21
日
、
８

月
４
日
・
18
日
の
金
曜
日
午
前
10
時
〜
午

後
３
時

▼
フ
レ
ン
ド
（
趣
味
の
会
）　

■日
７
月
５

日
・
12
日
・
19
日
・
26
日
、
８
月
２
日
・

９
日
・
23
日
・
30
日
の
水
曜
日
午
前
10
時

▼
健
康
相
談　

■日
７
月
６
日
・
20
日
・
27

日
、
８
月
３
日
の
木
曜
日
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

▼
共
通　

■場
・
■問
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
０

０
６
６

創
造
の
森
交
流
館

▼
麻
雀
笑
楽
交　

■日
７
月
５
日
○水
・
12
日

○水
・
19
日
○水
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

30
分

▼
数
独
教
室　

■日
７
月
７
日
○金
・
14
日
○金

・
21
日
○金
・
28
日
○金
午
前
９
時
30
分

▼
夏
の
里
山
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
「
木
陰
の
涼

風
コ
ー
ス
」　

■日
７
月
８
日
○土
午
前
９
時

30
分　

■定
先
着
25
人　

■内
初
夏
の
里
山
歩

き
（
５
㎞
〜
６
㎞
）

▼
刺
身
こ
ん
に
ゃ
く
を
作
る　

■日
７
月
15

日
○土
午
前
９
時
30
分　

■定
先
着
10
人　

■内

３
種
類
の
刺
身
こ
ん
に
ゃ
く
作
り　

■費
４

０
０
円

▼
ハ
ン
モ
ッ
ク
を
作
っ
て
、
森
で
お
昼
寝

■日
７
月
22
日
○土
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２

時　

■定
先
着
15
人　

■費
９
０
０
円　

■持
昼

食
等

▼
共
通　

■場
・
■問
同
館
☎
62
‐
２
６
５
５

自
然
学
習
交
流
館 

ほ
と
り
あ

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

▽
ぼ
く
ら
は
湿
地
探
検
隊
（
自
由
研
究
対

応
事
業
）　

■日
７
月
８
日
○土
午
前
９
時
30

分　

■対
小
学
生
以
上
10
人　

■費
寄
附
制

（
５
０
０
円
以
上
）　

■申
７
月
６
日
○木
ま
で　

▽
ど
ろ
っ
ぱ
池
の
水
を
ぬ
く
！
池
に
は
ど

ん
な
生
き
物
が
い
る
か
な
？　

■日
７
月
23

日
○日
午
前
９
時
30
分　

■対
３
歳
以
上
20
人　

■費
寄
附
制
（
３
０
０
円
以
上
）　

■申
７
月

21
日
○金
ま
で

▽
マ
コ
モ
粉
末
ミ
ニ
う
ど
ん
試
食
会　

■日

７
月
23
日
○日
午
前
10
時
30
分　

■定
先
着
１

０
０
杯　

■他
マ
コ
モ
粉
末
製
品
の
販
売
あ

り　▼
観
蓮
会　

■日
７
月
15
日
○土
午
前
10
時
30

分
〜
午
後
１
時
30
分　

■内
ハ
ス
の
花
の
鑑

賞
、
ハ
ス
の
葉
茶
の
試
飲
等

▼
里
地
里
山
学
講
座
「
高
館
山
の
魅
力
を

探
る
」

▽
高
館
山
周
辺
の
山
利
用
と
道
の
変
遷
の

な
ぞ　

■日
７
月
15
日
○土
午
後
１
時
30
分

■師
升
川
繁
敏
氏
（
鶴
岡
市
史
編
纂
委
員
）

▽
多
様
な
植
生
を
育
む
自
然
環
境
と
人
と

の
関
わ
り　

■日
８
月
11
日
○金
午
後
１
時
30

分　

■師
林
田
光
祐
氏（
山
大
農
学
部
教
授
）

▽
共
通　

■定
30
人　

■費
寄
附
制
（
５
０
０

円
以
上
）　

■申
各
日
２
日
前
ま
で　

▼
湿
地
保
全
管
理
イ
ベ
ン
ト
「
外
来
生
物

捕
獲
大
作
戦
」　
■日
７
月
22
日
○土
午
前
９

時　

■定
30
人　

■申
７
月
20
日
○木
ま
で　

▼
自
然
観
察
会
（
自
由
研
究
対
応
事
業
）

「
夜
の
ど
き
ど
き
ハ
イ
ク
」　

■日
７
月
22
日

○土
午
後
６
時
30
分　

■定
15
人　

■費
寄
附
制

（
３
０
０
円
以
上
）　

■申
７
月
20

日
○木
ま
で

▼
共
通　

■場
・
■問
同
館
☎
33
‐

８
６
９
３　

■他
HP

月
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
ク
ラ
フ
ト
体
験　

■日
７
月
23
日
○日
〜
８

月
20
日
○日
の
毎
週
金
曜
〜
日
曜
日
午
前
10

時　

■内
木
っ
端
ク
ラ
フ
ト
、
木
の
鉛
筆
作

り
等　

■費
１
０
０
円

▼
同
セ
ン
タ
ー
35
周
年
記
念
上
映
会　

■日

７
月
29
日
○土
午
前
９
時
30
分
、
午
後
０
時

30
分
・
３
時　

■内『
杜
人
〜
環
境
再
生
医

矢
野
智
徳
の
挑
戦
〜
』　

■定
各
回
30
人

■申
７
月
22
日
○土
ま
で　

■他
臨
時

上
映
あ
り

▼
共
通　

■場
・
■問
同
セ
ン
タ
ー

☎
62
‐
４
３
２
１　

■他
HP

い
で
は
文
化
記
念
館

▼
企
画
展
「
月
山
の
記
憶
‐
信
仰
と
登
拝

の
道
‐
」
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク　

■日
７
月

23
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■場
同
館　

■師
同

館
学
芸
員　

■費
大
人
…
４
０
０
円　

高
校

生
・
大
学
生
…
３
０
０
円　

小
・
中
学
生

…
２
０
０
円

▼
鍛
冶
場
伝
説
を
生
む
月
山
鍛
冶
屋
敷
を

訪
ね
る　

■日
７
月
29
日
○土
午
前
８
時
〜
午

後
５
時
30
分
（
同
館
集
合
）　

■場
月
山
八

合
目
↓
山
頂
↓
起
点　

■定
15
人　

■師
渡
部

幸
氏
（
出
羽
三
山
歴
史
博
物
館
学
芸
員
）　

■費
１
、
０
０
０
円　

■申
７
月
22
日
○土
ま
で

■他
雨
天
時
は
い
で
は
文
化
記
念
館
で
代
替

講
座
（
■費
５
０
０
円
）

▼
共
通　

■問
同
館
☎
62
‐
４
７
２
７

ふ
じ
し
ま
市
場
た
わ
ら
や 

７
月
の
た
わ
ら
や
教
室

▼
ス
イ
ー
ツ
教
室
「
マ
ン
ゴ
ー
プ
リ
ン
」

■日
７
月
８
日
○土
午
前
10
時　

■費
２
、
５
０

０
円

▼
日
本
料
理
教
室　

■日
７
月
15
日
○土
午
前

10
時　

■費
３
、
０
０
０
円

▼
花
蔵
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

■日
７
月
16
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■費
２
、

５
０
０
円

▼
ト
マ
ト
の
ス
パ
イ
ス
カ
レ
ー
と
副
菜
作

り　

■日
７
月
29
日
○土
午
前
10
時　

■費
２
、

０
０
０
円

▼
共
通　

■場
・
■申
同
市
場
☎
64

‐
３
０
９
３　

■他
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ムパ

ソ
コ
ン
講
座
（
初
め
て
編
） 

〜
文
字
入
力
と
絵
を
描
い
て
み
よ
う
〜

■日
①
７
月
18
日
○火
・
19
日
○水　

②
24
日
○月

・
25
日
○火
（
全
２
回
）　

■時
午
前
10
時　

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　

講
座
・
講
習
会 

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。
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■対
市
内
在
住
の
方
各
回
先
着
８
人

■費
１
、

１
０
０
円

■場
・
■申
７
月
６
日
○木
〜
13
日

○木
に
中
央
公
民
館
☎
25
‐
１
０
５
０
へ

採
用
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス

企
業
採
用
力
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー（
全
３
回
）

■日
①
７
月
20
日
○木

②
９
月
５
日
○火
〜
７

日
○木
の
内
１
日

③
10
月
25
日
○水

■時
午

後
１
時
30
分

■場
庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ

ー
（
②
の
み
オ
ン
ラ
イ
ン
）
■対
地
元
企

業
の
経
営
者
・
採
用
担
当
者
20
人

■内
会

社
の
魅
力
の
伝
え
方
等

■申
７
月
10
日
○月

ま
で
合
同
会
社w

ork life shift
☎
０
８

０
‐
８
９
０
８
‐
２
４
８
９
へ

■他
市
HP

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｓ
市
民
公
開
講
座　
　
　

鳥
獣
被
害
対
策

▼
①
こ
こ
か
ら
は
じ
め
る
鳥
獣
対
策

■日

７
月
21
日
○金
午
後
１
時
30
分

■師
市
鳥
獣

被
害
対
策
推
進
員

▼
②【
座
学
＋
実
習
】設

置
し
て
み
よ
う
！
電
気

柵

■日
７
月
28
日
○金
午

後
１
時

■師
江
成
は
る

か
氏
（
山
大
農
学
部
客

員
准
教
授
）

▼
③
イ
ノ
シ
シ
の
生
態

と
被
害
対
策

■日
８
月

25
日
○金
午
前
10
時
30
分

■師
鈴
木
淳
氏
（
か
さ
な

り
デ
ザ
イ
ン
）

▼
④【
現
地
講
座
】地
域

に
合
わ
せ
た
鳥
獣
対
策

の
計
画
と
体
制
づ
く
り

■日
８
月
25
日
○金
午
後
1
時
30
分

■師
鈴
木

淳
氏

▼
⑤
野
生
動
物
に
負
け
な
い
！
身
近
な
環

境
づ
く
り

■日
９
月
29
日
○金
午
後
１
時
30

分

■師
江
成
は
る
か
氏

▼
共
通

■場
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｓ
（
④
の
み
手
向

地
区
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー
）
■定
各
回
30

人

■申
７
月
15
日
○土
ま
で
本
所

農
山
漁
村
振
興
課
☎
35
‐
１
２

９
８
へ

■他
市
HP

令
和
お
う
ら
大
学

「
歴
史
学
」
公
開
講
座

■日
７
月
27
日
○木
午
後
１
時
30
分

■内「
庄

内
に
お
け
る
松
本
十
郎
」三
原
容
子
氏（
庄

内
地
域
史
研
究
所
代
表
）
■費
１
、
０
０

０
円

■場
・
■申
７
月
20
日
○木
ま
で
大
山
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
☎
33
‐
３
２
１
３

へ
や
ま
が
た
木
育
講
座
‐
地
域
ス
ギ

材
を
使
用
し
た
弁
当
箱
つ
く
り
‐

■日
７
月
30
日
○日
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４

時

■場
眺
海
の
森
（
酒
田
市
）
■対
小
学

４
年
生
以
上
先
着
10
人

■内
講
話
、
二
段

重
ね
の
弁
当
箱
作
り

■費
２
、
５
０
０
円

■申
７
月
14
日
○金
ま
で
に
庄
内
総
合
支
庁
森

林
整
備
課
☎
66
‐
５
５
２
３
へ

■他
HP

鶴
岡
高
専
市
民
サ
ロ
ン「
創
立
60
周
年
〜

未
来
へ
向
け
て
・
歴
史
を
振
り
返
る
〜
」

■日
７
月
28
日
○金
午
後
３
時

■場
庄
内
産
業

振
興
セ
ン
タ
ー

■定
40
人

■内「
庄
内
に

お
け
る
近
代
産
業
の
発
達
〜
松
ヶ
岡
開
墾

か
ら
〜
」今
野
章（
鶴
岡
市
郷
土
資
料
館
）、

「
還
暦
を
迎
え
た
鶴
岡
高
専
〜
こ
れ
ま
で

の
歩
み
と
足
跡
〜
」
飯
島
政
雄
氏
（
鶴

岡
高
専
名
誉
教
授
）
■申
同
セ
ン
タ
ー
内

「
鶴
岡
高
専
技
術
振
興
会
」
☎
23
‐
２
２

０
０

■他
HP

庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

職
業
能
力
開
発
講
座

▼
中
堅
社
員
研
修
（
全
２
回
）
■日
８
月

２
日
○水
・
３
日
○木
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

40
分

■費
１
万
２
、
０
０
０
円

▼
Ｏ
Ｊ
Ｔ
指
導
者
研
修

■日
８
月
９
日
○水

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
40
分

■費
６
、
０

０
０
円

▼
品
質
管
理
﹇
実
践
﹈
講
座

■日
８
月
23

日
○水
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■費
５
、
０

０
０
円

▼
行
動
経
済
学
を
活
用
し
た
部
下
指
導
研

修

■日
８
月
24
日
○木
午
前
９
時
〜
午
後
４

時

■費
６
、
０
０
０
円

▼
共
通

■定
20
人

■場
・
■申
同
セ
ン
タ
ー

☎
23
‐
２
２
０
０

■他
HP

消
防
設
備
士
試
験　
　
　
　

■日
９
月
２
日
○土

■場
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン

グ
（
山
形
市
）、
庄
内
Ｊ
Ａ
ビ
ル
（
酒
田

市
）
■
受
付
期
間

電
子
申
請
…
７
月

15
日
○土
〜
24
日
○月

書
面
申
請
…
７
月
18

日
○火
〜
27
日
○木

■問
消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
山
形
県
支
部
☎
０
２
３
‐
６
３
１
‐

０
７
６
１

■他
願
書
は
消
防
本
部
、
消
防

署
及
び
各
分
署
に
設
置

食
生
活
改
善
推
進
員
養
成
講
座

（
全
５
回
）

■日
９
月
１
日
○金
・
22
日
○金
、
10
月
４
日
○水

・
25
日
○水
、
11
月
17
日
○金
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
２
時
30
分

■場
に
こ
♥

ふ
る

■対

市
内
在
住
で
来
年
度
か
ら
同
推
進
員
と
し

て
活
動
で
き
る
同
講
座
未
受
講
の
方
先
着

24
人

■内
栄
養
バ
ラ
ン
ス
・
減
塩
・
心
の

健
康
・
生
活
習
慣
病
予
防
等
に
つ
い
て
の

学
習
、
調
理
実
習

■費
２
、
０
０
０
円

■申
８
月
10
日
○木
ま
で
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ

る
）
☎
25
‐
２
７
３
１
へ

「
環
境
か
る
た
大
会
」

出
場
者
募
集

■日
７
月
29
日
○土
午
前
９
時
30
分

■場
朝
暘

武
道
館

■対
２
人
１
組
の
小
学
生

■申
７

月
19
日
○水
ま
で
申
込
書
を
本
所
環
境
課
内

「
環
境
つ
る
お
か
推
進
協
議
会
」
事
務
局

☎
26
‐
０
１
３
９
に
提
出
、
ま

た
は
２
次
元
コ
ー
ド
で

■他
出

場
者
に
景
品
を
進
呈
。
市
HP

温
海
地
域
乗
合
タ
ク
シ
ー

愛
称
募
集

地
域
住
民
の
一
番
身
近
な
公
共
交
通
と

し
て
広
く
利
用
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
温

海
地
域
ら
し
い
親
し
み
の
あ
る
愛
称
を
募

集
し
ま
す
。

■対
市
内
在
住
の
方

■申
７
月
31
日
○月
ま
で

募
集
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２
次
元
コ
ー
ド
で
、
ま
た
は
応
募
用
紙
を

市
HP
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
の
上
、
メ
ー
ル

ま
た
は
FAX
で　

■問
温
海
庁
舎
総
務
企
画
課

内
「
温
海
地
域
公
共
交
通
運
営

協
議
会
」
事
務
局
☎
43
‐
４
６

１
１　

■他
市
HP

入
居
時
期
は
９
月
中
旬
以
降 

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

一
部
住
戸
で
60
歳
未
満
の
単
身
者
の
申

込
み
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
（
左
表
の
※

が
該
当
住
戸
）。

住
宅
名

間
取
り
等

戸
数

鶴岡
ち
わ
ら
住
宅
４
階
・
３
Ｄ
Ｋ

２

３
Ｄ
Ｋ

（
子
育
て
向
け
）

２

美
原
住
宅

２
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

３
階
・
２
Ｄ
Ｋ
＋
Ｓ（
※
）
１

稲
生
住
宅

２
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

東
部
住
宅

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ（
※
）

１

み
ど
り
住
宅
２
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

大
西
住
宅

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

２
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

大
山
住
宅

３
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

２
階
・
２
Ｄ
Ｋ

１

藤島
ふ
じ
な
み
住
宅

木
造
平
屋
・
３
L
Ｄ
Ｋ

（
子
育
て
向
け
）

１

朝日
下
名
川
住
宅
木
造
平
屋
・
３
Ｄ
Ｋ

１

■申
７
月
３
日
○月
〜
20
日
○木
に
山
形
県
す
ま

い
・
ま
ち
づ
く
り
公
社
鶴
岡
管
理
事
務
所

☎
35
‐
０
１
５
３
へ　

鶴
岡
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

入
会
説
明
会

■日
昼
の
部
…
７
月
14
日
○金
・
31
日
○月
、
８

月
８
日
○火
・
31
日
○木
、
９
月
29
日
○金
午
前

10
時　

女
性
限
定
…
９
月
15
日
○金
午
後
１

時
30
分　

夜
の
部
…
９
月
７
日
○木
午
後
６

時　

■対
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方　

■場

・
■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
４
４
３
６

10
月
６
日
○金
〜
15
日
○日
開
催 

つ
る
お
か
障
害
者
ア
ー
ト
展
作
品
募
集

■場
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム　

■対
市
内
在

住
の
障
害
の
あ
る
方　

■
種
目　

造
形
物
、

書
、
絵
画
、
写
真
（
１
人
３
点
ま
で
）　

■申
８
月
23
日
○水
ま
で
、
申
込
書
に
作
品
の

写
真
を
添
え
て
鶴
岡
市
障
害
者
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
「
に
こ
こ
ろ
」
☎
25
‐
２
７
９

４
へ　

■他
市
HP

お
米
の
食
味
コ
ン
ク
ー
ル 

「
鶴
岡
ご
は
ん
日
本
一
」出
場
者
募
集

■対
就
農
10
年
以
下
の
農
家　

■問
同
コ
ン
ク

ー
ル
実
行
委
員
会
☎
64
‐
５
８
０
３　

■他

最
優
秀
賞
受
賞
者
に
は
新
車
軽

ト
ラ
ッ
ク
贈
呈
。
詳
し
く
は
ふ

じ
し
ま
観
光
協
会
HP

奥
の
細
道
羽
黒
山
全
国
俳
句
大
会 

投
句
募
集

▼
一
般
の
部　

■内
自
由
題
（
季
節
問
わ

ず
）、未
発
表
句
２
句
１
組（
何
組
で
も
可
）　

■費
１
、
０
０
０
円　

■申
８
月
20
日
○日
ま
で

出
羽
三
山
神
社
内
同
大
会
実
行
委
員
会
☎

62
‐
２
３
５
６
へ

▼
Ｚ
の
部　

■内
自
由
題
（
季
節
問
わ
ず
）、

未
発
表
句
１
人
１
句　

■対
高
校
生
、
専
門

学
校
生
、
大
学
生　

■申
８
月
20
日
○日
ま
で

出
羽
三
山
神
社
内
同
大
会
実
行
委
員
会
☎

62
‐
２
３
５
６
へ

▼
子
ど
も
の
部　

■内
生
活
の
中
で
自
分
が

感
じ
た
こ
と
を
出
羽
三
山
や
最
上
川
、
松

尾
芭
蕉
、
奥
の
細
道
な
ど
を
使
っ
て
投
句　

■対
小
学
４
年
〜
中
学
３
年
生　

■申
８
月
25

日
○金
ま
で
い
で
は
文
化
記
念
館
内
同
大
会

実
行
委
員
会
☎
62
‐
４
７
２
７
へ

荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡 

貸
館
の
受
付

▼
来
年
８
月
大
ホ
ー
ル
本
番
利
用
、
来
年

２
月
大
ホ
ー
ル
練
習
利
用　

■日
先
行
受
付

（
利
用
調
整
会
議
）
…
７
月
15
日
○土　

通

常
受
付
（
先
着
順
）
…
８
月
１
日
○火
か
ら　

▼
来
年
９
月
大
ホ
ー
ル
本
番
利
用
、
来
年

３
月
大
ホ
ー
ル
練
習
利
用　

■日
先
行
受
付

（
利
用
調
整
会
議
）
…
８
月
15
日
○火　

通

常
受
付
（
先
着
順
）
…
９
月
１
日
○金
か
ら

▼
来
年
10
月
大
ホ
ー
ル
本
番
利
用
、
来
年

４
月
大
ホ
ー
ル
練
習
利
用　

■日
先
行
受
付

（
利
用
調
整
会
議
）
…
９
月
15
日
○金　

通

常
受
付
（
先
着
順
）
…
10
月
１
日
○日
か
ら

▼
11
月
小
ホ
ー
ル
・
練
習
室
・
会
議
室
等

利
用　

■日
８
月
１
日
○火
か
ら　

▼
12
月
小
ホ
ー
ル
・
練
習
室
・
会
議
室
等

利
用　

■日
９
月
１
日
○金
か
ら

▼
来
年
１
月
小
ホ
ー
ル
・
練
習
室
・
会
議

室
等
利
用　

■日
10
月
１
日
○日
か
ら

▼
共
通　

■対
先
行
受
付
…
市
内
団
体
等
が

行
う
芸
術
文
化
事
業
等
。
利
用
調
整
会
議

（
■時
午
後
６
時
30
分　

■場
同
館
）

に
要
出
席　

■問
同
館
☎
24
‐
５

１
８
８　

■他
空
き
状
況
は
HP

８
月
30
日
○水
〜
９
月
10
日
○日
開
催　
　

白

社
美
術
展　

作
品
募
集

■
種
目　

絵
画
、
彫
刻
、
工
芸
等
（
１
人

２
点
以
内
、
15
号
以
上
〈
版
画
は
制
限
な

し
〉）　

■費
４
、
０
０
０
円
（
学
生
は
５
０

０
円
）　

■申
８
月
26
日
○土
午
前
10
時
〜
午

後
５
時
30
分
に
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

へ　

■問
白

社　

■他
申
込
書
等
は
同
館
、

中
央
公
民
館
、
市
内
画
材
店
等
に
設
置

農
産
物
・
加
工
品
輸
出
チ
ャ
レ

ン
ジ
事
業
の
候
補
商
品
募
集

　

ロ
ン
ド
ン
市
内
の
小
売
店
で
試
験
販
売

及
び
市
場
調
査
を
実
施
す
る
た
め
の
候
補

商
品
を
募
集
し
ま
す
。

■
対
象
事
業
者　

市
内
に
本
社
・
支
社
・

事
業
所
・
工
場
、そ
の
他
生
産
の
拠
点
（
加

工
場
・
畜
舎
・
圃
場
等
）
が
あ
る　

■
対

象
商
品　

市
内
で
生
産
・
加
工
さ
れ
て
い

る
も
の
、
ま
た
は
主
原
材
料
が
市
内
で
生

産
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
食
品
等
の
場
合
、

輸
出
時
点
で
賞
味
期
限
が
６
か
月
以
上
あ

る
も
の　

■申
７
月
28
日
○金
ま
で
申
請
書
類

を
本
所
農
政
課
☎
35
‐
１
２
９
５
に
メ
ー

ル
ま
た
は
郵
送　

■他
商
品
選
定

は
8
月
末
、
輸
出
は
9
月
下
旬

を
予
定
。
市
HP

環
境
フ
ェ
ア
つ
る
お
か
２
０
２
３ 

出
展
企
業
・
団
体
募
集

■日
９
月
24
日
○日
午
前
９
時
30
分　

■場
小
真

木
原
総
合
体
育
館　

■対
環
境
に
関
わ
る
活



20

眠
れ
な
い
日
が
続
く
、
気
分
が
沈
ん
で
元

気
が
な
い
等

■申
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）

☎
35
‐
０
１
５
６

つ
る
お
か
婚
シ
ェ
ル
ジ
ュ
に
よ

る
結
婚
相
談
会

■日
7
月
15
日
○土
〜
18
日
○火
午
後
１
時
〜
６

時

■場
エ
ス
モ
ー
ル

■対
結
婚
を
希
望
す

る
独
身
の
方
ま
た
は
そ
の
家
族

■問
本
所

地
域
振
興
課
内
「
つ
る
お
か
世
話
焼
き
委

員
会
」
事
務
局
☎
35
‐
１
１
９
１

中
小
企
業
無
料
法
律
相
談
会

■日
７
月
20
日
○木
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30

分

■場
市
役
所
本
所
別
棟
２
号
館
22
号
会

議
室

■対
中
小
企
業
事
業
者

■問
山
形
県

弁
護
士
会
☎
０
２
３
‐
６
２
２
‐
２
２
３

４
弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す

勤
労
者
無
料
法
律
相
談
会

■日
７
月
28
日
○金
午
後
３
時
〜
７
時

■対
市

内
、
三
川
町
、
庄
内
町
に
在
住
ま
た
は
勤

務
の
方
先
着
８
人

■場
・
■申
７
月
27
日
○木

ま
で
東
北
労
働
金
庫
鶴
岡
支
店
☎
22
‐
３

１
４
７
へ

司
法
書
士
会
鶴
岡
支
部

無
料
相
談
会

■日
7
月
28
日
○金
午
後
５
時
〜
７
時

■場
に

こ
♥

ふ
る

■内
相
続
登
記
、
成
年
後
見
等

■問
樋
渡
遼
司
法
書
士
事
務
所
☎
24
‐
２
２

４
７

　　　 ■内＝内容 ■師＝講師・指導 ■費＝費用・料金 ■持＝持ち物 ■申＝申込み ■問＝問合せ ■他＝その他　HP＝ホームページ

動
を
行
う
団
体
、
環
境
に
配
慮
し
た
商
品

・
機
器
な
ど
を
扱
う
企
業
、
来
場
者
に
軽

食
等
を
販
売
で
き
る
飲
食
店

■費
販
売
が

あ
る
場
合
の
み
１
、
０
０
０
円

■申
市
HP

か
ら
申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
７
月

31
日
○月
ま
で
本
所
環
境
課
内

「
環
境
つ
る
お
か
推
進
協
議
会
」

事
務
局
☎
26
‐
０
１
３
９
へ

家
庭
教
育
電
話
相
談

ふ
れ
あ
い
ほ
っ
と
ラ
イ
ン

子
育
て
の
悩
み
な
ど
、
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
子
供
か
ら
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

月
曜
〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
15

分

■
相
談
電
話

☎

０
２
３
‐
６
３
０
‐
２

８
７
６

■問
山
形
県
生

涯
教
育
・
学
習
振
興
課

☎
０
２
３
‐
６
３
０
‐

２
８
７
２

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
・

若
者
ひ
き
こ
も
り
相
談

■日
７
月
７
日
・
14
日
・
21
日
・
28
日
、
８

月
４
日
・
18
日
・
25
日
、
９
月
１
日
の
金

曜
日

■時
①
若
者
ひ
き
こ
も
り
相
談
（
■対

40
歳
未
満
の
方
と
そ
の
家
族
）
…
午
後
１

時
15
分
・
２
時
30
分

②
こ
こ
ろ
の
健
康

相
談
…
１
時
30
分
・
２
時
45
分

■場
に
こ

♥

ふ
る

■定
各
日
２
人
ず
つ

■内
①
社
会

参
加
で
き
な
い
、
家
か
ら
出
な
い
等

②

【
訂
正
】
６
月
号
の
「
つ
る
お
か
情
報
パ

レ
ッ
ト
」、「
楽
し
く
介
護
予
防

ロ
コ

ミ
ン
ト
教
室
（
16
ペ
ー
ジ
）」
の
記
事
で
、

「
■対
体
重
65
㎏
以
上
で
体
力
を
つ
け
た

い
方
」
と
あ
る
の
は
、「
■対
65
歳
以
上
で

体
力
を
つ
け
た
い
方
」
の
誤
り
で
し
た
。

お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

令
和
６
年
３
月
・
４
月
採
用

自
衛
官
等
採
用
試
験

募
集
種
目

試
験
日

受
付
期
間

７
月
１
日
○土
〜

①

自
衛
官

候
補
生

筆
記
・
適
性
検
査
…

９
月
15
日
○金
〜
17
日

○日
の
う
ち
１
日

８
月
31
日

○木
ま
で

口
述
・
身
体
検
査
…

９
月
27
日
○水
〜
10
月

1
日
○日
の
う
ち
１
日

②

一
般
曹

候
補
生

９
月
16
日
○土

９
月
５
日

○火
ま
で

③

航
空
学
生

９
月
18
日
○月

９
月
７
日

○木
ま
で

④
防
衛
医
科
大
学

校
看
護
学
科
学

生（
自
衛
官
候

補
看
護
学
生
）
10
月
14
日
○土

10
月
4
日

○水
ま
で

⑤

防
衛
医
科
大

学
校
医
学
科

学
生

10
月
21
日
○土

10
月
11
日

○水
ま
で

⑥
防
衛
大
学
校
学

生（
一
般
採
用
）
10
月
28
日
○土

10
月
18
日

○水
ま
で

■
試
験
会
場

①
筆
記
・
適
性
検
査
…
ウ

ェ
ブ
開
催

口
述
・
身
体
検
査
…
神
町
駐

屯
地（
東
根
市
）
②
③
④
⑥
鶴
岡
合
同
庁

舎

⑤
山
形
地
方
合
同
庁
舎
（
山
形
市
）

■申
自
衛
隊
山
形
地
方
協
力
本
部
鶴
岡
出
張

所
☎
22
‐
０
４
６
６

鶴
岡
税
務
署
の
お
知
ら
せ

▼
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
関
す
る
説
明
会

■日
７
月
７
日
○金
・
27
日
○木
午
前
10
時
、
午

後
1
時
30
分

■場
鶴
岡
第
２
地
方
合
同
庁

舎

■定
各
回
12
人

■内
制
度
の
概
要
、
登

録
要
否
相
談
等

▼
所
得
税
予
定
納
税
（
第
一
期
分
）
の
納

付
期
限

■日
７
月
31
日
○月

■他
前
日
ま
で

に
口
座
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
ｅ
‐

Ｔ
ａ
ｘ
（
電
子
納
税
）
も
利
用
で
き
ま
す

▼
共
通

■問
同
署
☎
22
‐
１
４
０
１

山
形
交
響
楽
団
×
仙
台
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
合
同
演
奏
会

チ
ケ
ッ
ト
を
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す

■日
７
月
23
日
○日

■場
や
ま
ぎ
ん
県
民
ホ
ー

ル
（
山
形
市
）
■対
市
内
在
住
の
方
８
人

（
１
人
１
枚
）
■申
７
月
７
日
○金
ま
で
社
会

教
育
課
（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57
‐
４
８
６
７

へ

■他
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
せ
ん
。
チ

ケ
ッ
ト
は
当
せ
ん
者
に
後
日
郵
送

や
ま
が
た
未
来（
み
ら
）く
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
補
助
金

山
形
県
で
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設

備
の
導
入
促
進
の
た
め
、
家
庭
や
事
業
所

へ
の
再
エ
ネ
設
備
導
入
を
支
援
し
て
い
ま

す
。

■申
環
境
ネ
ッ
ト
や
ま
が
た
☎
０
２
３
‐
６

７
９
‐
３
３
７
７

■他
市
の
補
助
金
制
度

と
併
用
可
能
。
HP

そ
の
他

相
談

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。
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開館５周年記念事業

山形交響楽団 庄内定期演奏会
第32回鶴岡公演

８月５日（土）  午後３時 開演
荘銀タクト鶴岡　大ホール

全米で喝采を浴びる原田慶太楼の個性が輝く！
委嘱作世界初演＆首席クラリネット川上とのコープランド！

■演目
コープランド：バレエ組曲「アパラチアの春」（1945年版）
コープランド：クラリネット協奏曲
上田素生：山響委嘱新作【世界初演】
チャイコフスキー：バレエ音楽「眠れる森の美女」組曲
　　　　　　　　　作品66a
■チケット料金（全席指定・税込）
《大人》Ａ席4,800円 Ｂ席4,300円 Ｂペア7,400円
《学生》   Ｂ席2,100円（24歳以下／購入時に要学生証）
※未就学児は入場不可。
■チケット販売
チケットぴあ、山響事務局
【鶴岡市】荘銀タクト鶴岡、八文字屋鶴岡店、おんがくハウス
【酒田市】みずほ八文字屋
【庄内町】響ホール

■予約・問合せ▲

山響チケットサービス☎023‐616‐6607
　（土曜・日曜日、祝日を除く午前10時～午後５時）▲

山響WEBチケットでの
　オンライン購入　　　　  

▲ ▲ ▲

©MASATOSHI YAMASHIRO ©Kazuhiko Suzuki

【指揮】
原田 慶太楼

【クラリネット】
川上 一道（山響首席奏者）

映画「弁当の日」上映会　&
お弁当設計図を描こう！ワークショップ

■費　用　500円（高校生以下無料）
■定　員　先着40人（小学生以下保護者同伴）
■申込み　７月３日（月）午前10時から同館HPで受付
■問合せ　同館☎24‐5188　　　　　　詳細はHP

▲ ▲ ▲

午前10時30分　上映会
午後０時30分 ワークショップ

８月７日（月）荘銀タクト鶴岡　小ホール

大人
だけでも！

家族で！

○映画「弁当の日」
　子育て中の方や家族で。一緒に見たい食育ドキュメン
　タリー
○ワークショップ
　上映後のワークショップでは、空っぽのお弁当箱の
　絵の中に、クレヨンや色鉛筆でおかずの絵を描きます。
　完成した作品は、10月15日（日）に開催される
　「TACTおとアート2023」会場で展示予定です！

「
生
き
る
力
」
を

　
　
見
つ
け
た
い
。

自
分
で
つ
く
る
。

誰
か
を
想
う
。
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熊
に
遭
遇
し
た
と
き
の

対
処
方
法
は
？

最
近
、
熊
が
市
街
地
で
も
目
撃
さ
れ

て
い
る
と
聞
き
、
と
て
も
不
安
で
す
。

備
え
も
な
く
熊
に
遭
遇

し
た
場
合
、
ど
の
よ
う

に
行
動
す
れ
ば
良
い
で

し
ょ
う
か
。

落
ち
着
い
て
遭
遇
場
面
に
応

じ
た
行
動
を
と
り
ま
し
ょ
う

本
市
で
は
、
熊
の
目
撃
情
報
が
今
年

５
月
以
降
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

熊
に
遭
遇
し
た
場
合
、
ま
ず
は
落
ち
着

く
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
し
て
、
状
況

に
応
じ
て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

■
4
つ
の
遭
遇
場
面
と
行
動
の
仕
方

①
熊
が
こ
ち
ら
に
気
付
か
ず
、
距
離
が

離
れ
て
い
る
場
合

ゆ
っ
く
り
と
静
か
に
立
ち
去
る
。

②
熊
と
の
距
離
が
近
い
（
約
20
メ
ー
ト

ル
）
場
合

熊
を
刺
激
す
る
の
で
、
走
っ
た
り
大

声
を
出
し
た
り
せ
ず
、
熊
か
ら
目
を

QＡ

離
さ
な
い
で
ゆ
っ
く
り
と
静
か
に
後

退
す
る
。
森
林
内
に
い
る
場
合
、
万

が
一
の
突
進
に
備
え
、
熊
と
の
間
に

障
害
物
が
く
る
よ
う
に
す
る
。

③
熊
が
威
嚇
突
進
し
て
き
た
ら

熊
は
逃
げ
る
も
の
を
追
い
か
け
る
傾

向
が
あ
る
の
で
、
背
を
向
け
て
走
り

出
さ
ず
に
熊
と
の
間
に
障
害
物
が
く

る
よ
う
に
ゆ
っ
く
り
と
後
退
す
る
。

④
熊
が
攻
撃
し
て
き
た
ら

傷
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
、

両
腕
で
顔
面
や
頭
部
を
覆
い
、
直
ち

に
う
つ
伏
せ
に
な
る
等
の
防
御
姿
勢

を
と
る
。

※
熊
撃
退
用
の
ス
プ
レ
ー
を
持
っ
て
い

る
場
合
は
、
熊
の
目
や
鼻
を
目
掛
け

て
噴
射
す
る
こ
と
で
攻
撃
を
回
避
で

き
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

★
子
熊
に
遭
遇
し
た
場
合
、
近
く
に
母

熊
が
い
る
可
能
性
が
高
い
の
で
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

★
熊
は
河
川
敷
や
公
園
な
ど
の
緑
地
に

隠
れ
て
移
動
し
、
市
街
地
に
出
没
し

ま
す
。
緑
地
の
下
草
刈
り
を
行
い
、

見
通
し
を
良
く
し
ま
し
ょ
う
。

市
街
地
の
民
家
の
近
く
で
熊
に
遭
遇

し
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
熊
を
目
撃

し
た
場
合
は
、
警
察
、
本
所
農
山
漁
村

振
興
課
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
建
設

課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〈
本
所
農
山
漁
村
振
興
課
〉

市への意見や質問、広報を読んで
の感想などをお寄せください。
◎送り先　 
　本所総務課☎35‐1117

詳しくは
環境省HP

市内での熊
の目撃情報
はこちら

も
不
安
で
す

12年に１度！
月山卯歳御縁年参拝ツアー●庄内町

■日８月26日○土午前７時～午後６時（庄内町
立川総合支所集合）　■対小学生以上先着20人
■内月山神社本宮へのトレッキング参拝ツアー　
■費6,000円　■持昼食等 ■申庄内町観光協会☎
0234‐42‐2922

全国初開催！ 酒田市美術館特別展　
サンリオデザイナーのお仕事展

■日７月１日○土～８月27日○日午前９時～午後
５時（最終入館は午後４時30分）　■内サンリ
オキャラクターのデザイン画の展示や制作
秘話の紹介等 ■費大人…1,200円　高校生…
600円　中学生以下…無料
■場・■問同館☎0234‐31‐
0095　■他HP

●酒田市 本棚を作ります！
電動糸のこ教室●遊佐町

■日８月11日○金午前９時30分　■場四季の森し
らい自然館 ■定５人 ■費1,000円　■申鳥海山
おもしろ自然塾推進協議会☎0234‐72‐
2069　■他小学３年生以下保護者同伴

海水浴場オープン●遊佐町
▶西浜海水浴場・ 磯海水浴場　■日７月14
日○金～８月15日○火午前８時30分～午後５時
▶十里塚海水浴場 ■日７月15日○土～８月15
日○火午前８時30分～午後５時
▶共通 ■問遊佐町企画課☎0234‐72‐5886
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各種相談窓口 ※主に市が開設している暮らしに関する相談窓口を紹介します。
　その他の様々な悩みごとは「総合相談」へお問い合わせください。

内 容 相談窓口・電話番号 相 談 日 時 等
総合相談（身近な悩みや心配ごと等） 鶴岡市総合相談室☎0120‐866‐294 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00
消 費 生 活 相 談 消費生活センター☎25‐2982 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00
内 職 相 談 鶴岡ワークサポートルーム☎25‐2215 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00
教育相談（学校教育･就学に関すること） 教育委員会学校教育課☎57‐4864

月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～17：00
〃　　（青少年の健全育成） 青少年育成センター☎0120‐028‐234
〃　　（不登校・適応指導教室等） 教育相談センター☎23‐9351 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

子ども総合相談窓口（妊娠・出産・子育ての悩み等） 子育て世代包括支援センター☎35‐1118

月曜～金曜日（祝日は除く）8：30～17：15
子 育 て ・ 家 庭 児 童 相 談 子ども家庭支援センター☎25‐2741
ひ と り 親 ･ 女 性 相 談 本所子育て推進課☎35‐1291
障害者に関する相談（身体・知的・精神・児童） 障害者相談支援センター☎25‐2794
仕 事 や 暮 らし に 関 する 相 談 鶴岡地域生活自立支援センター「くらしス」☎29‐1729
高 齢 者 に 関 す る 相 談 お住まいの地域を担当する地域包括支援センターへ

今月の各種相談窓口開設日　７/４～８/３
内 容 問 合 せ 相 談 日 時・会 場 等

行 政 相 談

（ 行 政 相 談 委 員 ）

本所市民課☎35‐1194 11日○火14：00～16：00・市役所本所
藤島庁舎総務企画課☎64‐5813 28日○金13：00～15：00・藤島ふれあいセンター
羽黒庁舎総務企画課☎62‐2111 18日○火13：30～15：30・市役所羽黒庁舎
櫛引庁舎総務企画課☎57‐2111 12日○水10：00～12：00・産直あぐり
朝日庁舎総務企画課☎53‐2113 18日○火13：30～15：30・朝日中央コミュニティセンター
温海庁舎総務企画課☎43‐4611 27日○木13：00～15：00・山五十川公民館

登 記 相 談 本所市民課☎35‐1194 20日○木14：00～16：00・市役所本所
休 日 年 金 相 談 日本年金機構鶴岡年金事務所☎23‐5040 ８日○土9：30～16：00（要予約）・同事務所

献血　７/４～８/３
■問健康課（にこ♥ふる）☎35‐0146

月　日 受付時間 会　場
７．４○火 ９：30～ 11：30 朝日中央コミュニティセンター
       〃 13：30 ～15：30 鶴岡警察署

５○水 ９：30 ～ 11：30 ＪＡ鶴岡本所
　　   〃 13：30 ～15：30 ＪＡ鶴岡農機自動車中央センター

８○土 10：00～12：00 鶴岡協同の家こぴあ
　　   〃 13：30 ～16：00 　　　　〃

11○火 ９：00 ～11：00 鶴岡ガス㈱
25○火 9：30 ～ 11：30 市役所櫛引庁舎
28○金 ９：30 ～ 11：30 にこ♥ふる
〃 13：00～15：30 　   〃

編集・発行／鶴岡市総務部総務課

《人口と世帯》（令和５年５月31日現在）
　住民基本台帳人口合計：119,461人
　　 （男：57,449人、女：62,012人）
　世帯数：49,580世帯

鶴岡市役所
本所

藤島庁舎
羽黒庁舎
櫛引庁舎
朝日庁舎
温海庁舎

〒997‐8601

（メールアドレス）
（窓口受付時間）

〒999‐7696
〒 997‐0192
〒 997‐0346
〒 997‐0492
〒 999‐7205

山形県鶴岡市馬場町９‐25
☎0235‐25‐2111　FAX 0235‐24‐9071
tsuruoka@city.tsuruoka.lg.jp
月曜～金曜日（祝日・年末年始除く）
午前８時30分～午後５時15分
市内藤島字笹花25　☎64‐2111
市内羽黒町荒川字前田元89　☎62‐2111
市内上山添字文栄100　☎57‐2111
市内下名川字落合１　☎53‐2111
市内温海戊577‐１　☎43‐2111

↑ホームページは
こちらから

↑フェイスブックは
こちらから

↑ツイッターは
こちらから

↑ラインは
こちらから

休日・平日夜間診療

●急な病気の際は……休日夜間診療所☎23‐5678
　・開所日　＜日曜日、祝日＞　　　　  　   ①  9：00～12：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 18：00～21：00
　　　　　　＜月曜・土曜日＞                        ③ 19：00～21：30
　・診療科　内科、小児科、外科
　　　　　　※小児科は、①のみ小児科医が診察します。
●休日の歯痛の際は…休日歯科診療所☎23‐0372
　・開所日　＜日曜日、祝日＞　　　　　　①  9：00～12：00

 ② 13：00～15：00

■問健康課（にこ♥ふる）☎35‐0146

　　　 受診者・医療従事者への感染予防のため、おいでにな
る前に、必ず電話でご連絡ください。！

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　
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　これまで、このコーナーでは「黄
おうはん

飯・黄飯かやく」「きらすまめし」「茶台寿司」「ごま豆腐」と、
臼杵市の歴史あるレシピを紹介してきました。
　第５回目は、世界に誇る臼杵市のガストロノミー（食と文化の関係学）を紹介します。

●本所食文化創造都市推進課☎35‐1185

大分県
臼杵市

×
‐定期連載‐

臼
う す き

杵市の食文化

臼杵のガストロノミー

★市内のみそ・醬油商「カニ醬油」は1600年創業！
　九州最古の歴史を誇る
★大分県のみそ・醤油の生産量はいずれも全国10位以内。
　内9割以上が臼杵市で作られている

■400年以上続く、豊かな発酵・醸造文化
良質で豊かな水源に恵まれる臼杵。その水を用いた発酵・醸造
業は、400年以上前から現在まで続く、主要産業の１つです。
　3つのみそ・醤

しょう

油メーカーと4つの酒造会社があり、市内の多
くの飲食店や家庭で、地元産の発酵・醸造製品が使われています。

★原材料の８割が草木の自然派堆肥を行政が製造
　（全国的にも非常に珍しいケース）
★独自ブランド「ほんまもん農産物認証制度」有り。
　化学合成農薬や化学肥料を使わない安心安全な農産物

■環境にも配慮した循環型の有機農業
〝健全な農産物は健全な土から〟を合い言葉に、完熟堆肥を行
政が製造するなど、土作りからこだわる有機農業を推進していま
す。また、地産地消の取り組みにも力を入れ、生産された農産物
は学校給食などにも使われています。

★きらすまめし：魚の切り身におからをまぶして作る倹約料理　　　　
　　　　　　　　（〝きらす〟＝おから、〝まめす〟＝まぶす）
★黄飯：高級品の赤飯の代わりに、乾燥させたクチナシの実で
　　　　黄色く色を付けたご飯。祝い事の際に食される

■SDGsを先取り!? 質素倹約な郷土料理
江戸時代、臼杵藩の質素倹約の精神の元に生まれた郷土料理が、
今もなお食べ継がれています。
　ふだんは捨てられる魚の中落ち部分を使った「きらすまめし」
は、現代のSDGsの精神に合致していると言えるでしょう。

鶴岡食文化創造都市
推進協議会

●応募資格：鶴岡市内で調理業務に従事する50歳以下の料理人で、郷土料理の
　　　　　　指南役または在来作物の生産者（もしくは両方）とチームを組むこと
●応募期限：７月14日（金）午後５時
●申 込 み：鶴岡食文化創造都市推進協議会☎35‐1185

次世代ガストロノミー
コンペティション
Facebookページ

環
境
に
配
慮
し
植
物
油
イ

ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す

詳しくはウェブサイトで

鶴岡市は、令和6年にユネスコ食文化創造都市認定10周年の節目を迎えます。
「郷土料理・在来作物とその生産者や担い手」を地域の宝として広く発信するため、
それらを活用した料理を競う大会を開催します！

きらすまめし
黄飯と
黄飯かやく
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